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象牙の塔十
八
歳
人
口
の
確
実
な
減

少
、
急
速
に
進
行
す
る
I
T
革

命
と
国
際
化
、
そ
し
て
企
業
側

（
経
団
連
）
か
ら
の
具
体
的
な

要
望
（
出
口
管
理
―
卒
業
時
点

に
お
け
る
教
育
達
成
度
の
厳
し

い
基
準
―
）
と
言
う
三
つ
の
大

き
な
課
題
を
抱
え
て
、
大
学
並

び
に
専
門
教
育
制
度
の
在
り
方

が
改
め
て
強
く
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

経
済
界
と
同
様
、
教
育
界
に

お
い
て
も
競
争
の
原
理
が
作
動

し
て
、
各
施
設
は
浮
沈
を
賭
け

改
善
の
努
力
を
推
進
し
て
い
る

が
、
総
合
医
療
教
育
機
関
で
あ

る
本
学
園
も
、
そ
の
例
外
で
は

有
り
得
な
い
。

表
題
の
「
象
牙
の
塔
」（
実

社
会
か
ら
離
れ
た
思
索
・
夢
想

の
場
所
）
は
従
来
、
高
等
教
育

の
場
で
あ
る
「
大
学
」
と
同
義

語
で
あ
っ
た
し
、
教
員
は
寧
ろ

「
研
究
者
、
学
者
」
と
し
て
の

み
尊
敬
さ
れ
、「
教
育
実
践
者
」

と
し
て
の
能
力
は
、
意
外
に
評

価
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
で

通
用
し
て
き
た
面
も
あ
る
。

だ
が
今
や
、
社
会
が
求
め
て

い
る
反
省
項
目
は
次
の
四
点
に

要
約
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。A

＝accountability

（
教
育

方
針
の
説
明
責
任
）

B
＝belief

（
信
用
性
、
信

頼
性
）

C
＝com

pliance

（
法
令
遵

守
）D

＝disclosure

（
情
報
開

示
）こ

れ
ら
は
文
部
省
が
最
近
特

に
「
大
学
の
在
り
方
論
」
と
し

て
強
調
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
お
互
い
に
不
即
不
離
の

関
係
に
あ
る
。
栄
養
学
に
お
け

る
ビ
タ
ミ
ン
類
の
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
問
題
に
似
て
お
り
、
丁
度

手
桶
を
構
成
す
る
木
片
の
一
つ

が
尺
足
ら
ず
で
あ
れ
ば
、
そ
の

最
低
線
の
レ
ベ
ル
で
し
か
水
を

溜
め
る
能
力
を
発
揮
出
来
な
い

の
と
同
様
で
あ
る
。

ど
の
一
つ
で
も
不
適
切
で
あ

っ
た
り
、
欠
落
し
て
い
る
な
ら

ば
、
教
育
施
設
と
し
て
、
二
一

世
紀
で
の
発
展
を
期
す
る
こ
と

は
夢
物
語
と
な
る
に
違
い
な

い
。新

時
代
の
“key

word

”
で

あ
る
「
情
報
伝
達
技
術
の
取

得
」、「
生
命
科
学
と
倫
理
の
周

到
な
把
握
」、「
地
球
環
境
の
浄

化
実
践
」
に
真
剣
な
取
り
組
み

を
持
続
す
る
と
共
に
、
教
職
員

も
学
生
も
「
師
弟
同
行
」
と
言

う
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り
、

相
携
え
て
教
育
の
「
質
」
の
向

上
に
励
も
う
で
は
な
い
か
。

学
務
学
監
　
福
島
　
穰

新外来棟、来春完成へ
本
年
も
昨
年
と
同
様
「Fujita

Festival

―
２
０
０
０
―
」
と
し

て
学
生
主
体
の
運
営
・
企
画
の

も
と
に
、
学
生
・
教
職
員
だ
け

で
な
く
、
病
院
の
患
者
さ
ん
や

そ
の
家
族
を
含
む
一
般
市
民
の

人
達
に
も
多
く
の
参
加
を
期
待

し
て
い
る
。

総
合
医
療
系
教
育
機
関
を
一

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
興
味

と
関
心
を
喚
起
す
る
意
義
あ
る

も
の
と
す
る
事
を
目
的
に
全
学

部
・
学
校
の
学
友
会
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
実
行
委
員
会
が
行
わ

れ
て
い
る
。

本
年
度
も
運
営
委
員
長
に
笠

原
正
男
学
生
部
長
が
、
実
行
委

員
長
と
し
て
医
学
部
四
年
鈴
木

孝
佳
君
が
担
当
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
。

詳
細
な
日
程
・
企
画
に
関
し

て
は
十
月
初
旬
に
完
成
予
定
に

な
っ
て
い
る
学
生
手
作
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
月
二
○
日
（
金
）

十
四：

○
○
〜
十
九：

○
○

前
夜
祭
（
自
主
参
加
ラ
イ
ブ
　

形
式
コ
ン
サ
ー
ト
）

場
所：

フ
ジ
タ
ホ
ー
ル
五
○

○
、
滝
前
広
場
、
本
学
軽
音

楽
部
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ

ル
バ
ン
ド
出
演
（
ロ
ッ
ク
等
）

十
月
二
一
日
（
土
）

九：

三
○
〜
十
六：

○
○

球
技
大
会
（
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ
、
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
テ
ニ
ス
）

ア
ト
ラ
ク
・
ふ
ぇ
す
か
、
学

術
文
化
発
表
・
展
示
、
模
擬

店
、
献
血
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
、
映
画
（
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
、
タ
ー
ザ
ン
）

十
月
二
二
日
（
日
）

九：

三
○
〜
十
六：

○
○

球
技
大
会
（
種
目
は
前
日
と

同
じ
、
決
勝
大
会
を
お
こ
な

う
）

ア
ト
ラ
ク
・
ふ
ぇ
す
か
、
学

術
文
化
発
表
・
展
示
、
模
擬

店
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

そ
の
他
の
企
画

十
月
二
二
日
（
日
）

十
四：

○
○
〜
十
五：

三
○

医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム：

文
化
講

演
―
「
心
の
時
代
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
」

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
　

小
田
　
晋
先
生

以
上
で
あ
る
が
、
開
催
当
日

ま
で
に
若
干
の
変
更
が
起
こ
る

可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

笠
原
正
男

１０
月
２０
日
（
金
）
前
夜
祭
〜
２２
日
（
日
）
開
催

ま
す
と
必
ず
総
長
先
生
が
「
よ

く
来
て
く
れ
た
ね
」
と
や
さ
し

く
声
を
か
け
て
頂
き
、
学
園
の

展
望
に
つ
い
て
も
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

に
こ
や
か
な
藤
田
啓
介
先
生
の

あ
の
頃
の
お
顔
、
あ
の
声
、
あ

の
お
振
舞
い
が
懐
か
し
く
走
馬

燈
の
様
に
思
い
出
さ
れ
ま
し

た
。各

学
部
学
校
の
歴
史
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
藤
田
学

園
の
卒
業
生
が
一
体
と
な
っ
て

組
織
し
た
『
藤
田
学
園
同
窓
会
』

は
、
本
年
十
月
十
日
を
も
っ
て

「
創
立
満
二
○
周
年
」
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
様
に
、
今
回
の
総
会
は

第
二
一
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、

創
立
二
○
周
年
の
記
念
す
べ
き

定
期
総
会
に
当
り
ま
す
。
私
達

同
窓
生
は
藤
田
学
園
あ
っ
て
の

卒
業
生
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
私

達
卒
業
生
の
各
職
場
で
の
活
躍

が
あ
っ
て
こ
そ
、
母
校
で
あ
る

藤
田
学
園
の
発
展
も
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

母
校
藤
田
学
園
に
お
き
ま
し

て
は
、
二
一
世
紀
に
対
応
す
る

為
の
「
大
学
病
院
機
能
見
直
し

整
備
事
業
」
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
お
り
、
本
年
八
月
に
は
、

そ
の
第
一
期
工
事
が
完
成
し
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
就
職
状

況
打
開
の
為
、
新
し
く
「
就
職

指
導
室
」
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
総
会
時
に
一
度
お
越
し
頂

き
、
自
慢
出
来
る
母
校
の
発
展

ぶ
り
を
是
非
見
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

私
達
の
藤
田
学
園
同
窓
会
に

お
き
ま
し
て
も
、
今
ま
で
通
り

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
来
た
る
べ

き
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
変
革

と
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
い
事
は
総
会
当
日
ご

説
明
致
し
ま
す
が
、
今
回
の
定

期
総
会
に
は
、
重
要
な
議
題
、

特
に
今
後
の
同
窓
会
活
動
の
あ

り
方
を
中
心
に
協
議
し
て
頂
く

予
定
で
す
の
で
、
是
非
多
数
の

方
々
の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

な
お
、
今
回
は
創
立
二
○
周

年
記
念
総
会
で
あ
り
ま
す
の

で
、
質
素
で
は
あ
り
ま
す
が
、

学
内
の
会
場
に
お
い
て
懇
親
会

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
、
夫
婦
同
伴
、
お
子
様
連

れ
で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。前

年
度
の
事
業
報
告
と
致
し

ま
し
て
は
、
昨
年
十
月
二
四
日

の
定
期
総
会
終
了
後
に
、“
レ

ス
ト
ピ
ア
ふ
じ
た
”
に
お
い
て
、

創
設
三
五
周
年
記
念
懇
親
会

を
、
山
路
理
事
長
、
馬
嶋
学
長
、

内
藤
短
大
学
長
、
福
島
学
務
学

監
、
若
林
学
院
長
は
じ
め
多
数

の
恩
師
の
先
生
方
を
お
迎
え
し

て
開
催
。
同
窓
会
報
第
十
九
号

「
あ
け
ぼ
の
杉
」
発
行
。
同
窓

会
奨
学
金
貸
与
三
名
（
短
大
二
、

衛
生
学
部
一
）。
ワ
イ
ン
の
会

開
催
。
第
四
九
回
日
本
医
学
検

査
学
会
（
沖
縄
県
）
に
お
い
て

懇
親
会
開
催
。
同
窓
会
役
員
会

五
回
。
奨
学
金
貸
与
委
員
会
三

回
。
そ
の
他
、
愛
知
県
私
立
大

学
同
窓
会
連
合
総
会
出
席
一

回
、
役
員
会
三
回
。
中
部
大
学

同
窓
会
三
○
周
年
記
念
祝
賀
会

出
席
お
よ
び
「
あ
け
ぼ
の
杉
」

編
集
委
員
会
等
事
業
推
進
に
必

要
な
委
員
会
、
打
合
せ
会
多
数

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
殆
ど
学
内
勤
務
の
役

員
の
方
々
の
全
面
的
な
ご
協
力

の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
こ
の
機

会
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
各
学
部
学
校
の

立
場
を
尊
重
し
て
役
員
一
同
力

を
合
わ
せ
て
同
窓
会
運
営
に
あ

た
る
所
存
で
す
が
、
今
後
と
も

会
員
各
位
の
全
面
的
な
ご
理
解

と
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
す
べ
き
「
創
立
満
２０
周
年
」
総
会

藤
田
学
園
同
窓
会
会
長

沖
田
洋
治

同
窓
生
は
既
に
ご
承
知
の
ご

と
く
、
専
門
学
院
が
平
成
十
年

度
よ
り
学
生
募
集
の
停
止
を
決

定
し
て
か
ら
三
年
が
経
過
し

た
。
平
成
九
年
に
入
学
し
た
第

三
五
回
生
は
四
年
生
と
な
り
、

今
年
が
閉
校
前
の
最
終
年
度
に

な
る
予
定
で
あ
る
。

私
と
藤
田
学
園
と
の
縁
は
、

昭
和
四
五
年
に
名
古
屋
医
学
技

術
専
門
学
院
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
特
に
感
慨
深
い
。
昭
和
五
十

年
か
ら
は
医
学
部
法
医
学
教
室

に
赴
任
し
、
昭
和
五
九
年
に
藤

田
学
園
衛
生
技
術
短
期
大
学
に

配
置
換
と
な
り
、
平
成
元
年
に

は
専
門
学
院
教
学
局
長
を
経
て

学
院
長
（
兼
務
）
を
命
じ
ら
れ

た
。
平
成
十
年
藤
田
保
健
衛
生

大
学
短
期
大
学
を
定
年
退
職

し
、
同
時
に
昭
和
四
五
年
か
ら

二
八
年
間
続
い
た
衛
生
学
部
も

終
止
符
を
打
ち
、
そ
の
後
は
専

門
学
院
専
任
教
員
（
学
院
長
）

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

専
門
学
院
は
故
藤
田
啓
介
先

生
が
、
病
院
検
査
室
に
勤
務
す

る
無
資
格
者
を
救
済
す
る
目
的

で
、
夜
間
部
の
衛
生
検
査
技
術

コ
ー
ス
と
し
て
開
学
し
た
。
当

時
は
検
査
技
師
に
対
す
る
社
会

的
要
請
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
順

調
に
発
展
し
て
き
た
が
、
現
在

の
検
査
技
師
過
剰
時
代
を
迎
え

る
。
そ
れ
に
加
え
て
少
子
化
に

伴
う
十
八
歳
受
験
人
口
の
減
少

と
四
年
制
大
学
指
向
は
、
専
門

学
院
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
の

到
来
と
な
っ
た
。
昭
和
六
一
年

に
は
夜
間
部
の
教
育
年
限
が
四

年
以
上
と
法
律
が
改
正
さ
れ
、

翌
年
か
ら
は
受
験
生
の
減
少
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
平
成
三

年
度
新
入
生
は
定
員
を
割
り
今

後
の
対
策
に
心
を
傷
め
た
。
そ

の
後
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し

て
長
期
の
景
気
低
迷
に
よ
り
、

企
業
は
リ
ス
ト
ラ
が
始
ま
っ
て

失
業
者
が
増
加
し
た
。
医
療
関

連
業
務
は
不
況
に
強
い
と
い
う

言
い
伝
え
通
り
、
平
成
五
年
か

ら
一
時
的
に
志
願
者
数
は
大
幅

な
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
た

が
、
現
実
は
病
院
経
営
も
厳
し

い
状
態
が
続
き
、
検
査
技
師
の

採
用
が
控
え
ら
れ
、
一
方
で
大

学
卒
の
採
用
が
多
く
な
っ
た
。

そ
の
影
響
を
受
け
専
門
学
院
の

常
勤
就
職
率
は
低
下
し
、
将
来

も
決
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
平
成
九
年
に
な
る
と
入
学

志
願
者
数
が
急
激
に
落
ち
込

み
、
更
に
成
績
上
位
合
格
者
の

入
学
辞
退
が
相
次
い
だ
た
め
定

員
の
確
保
が
難
し
く
、
ま
た
入

学
生
の
質
の
低
下
は
免
れ
ず
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
至
り
、
法
人
は
専
門

学
院
開
設
の
目
的
は
既
に
充
分

達
せ
ら
れ
、
社
会
的
環
境
の
大

き
な
変
化
に
よ
り
学
生
数
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
た
。
と
い
う

理
由
で
専
門
学
院
に
対
し
て
平

成
十
年
以
降
に
お
け
る
学
生
募

集
の
停
止
を
決
断
し
た
。

学
生
募
集
停
止
後
の
平
成
十

年
に
は
専
門
学
校
卒
業
生
に
大

学
へ
の
編
入
学
の
道
が
開
か
れ

た
。
専
門
学
院
は
こ
の
法
律
の

適
用
外
で
、
更
に
苦
し
い
破
目

に
陥
り
、
こ
の
措
置
が
適
正
で

あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
結
果

と
な
り
、
学
園
当
局
の
深
い
ご

理
解
と
ご
鞭
撻
に
感
謝
す
る
と

共
に
今
後
と
も
こ
の
力
強
い
絆

を
堅
く
維
持
し
て
い
き
た
い
。

専
門
学
院
は
昭
和
四
一
年
に

開
学
し
て
か
ら
三
五
周
年
を
迎

え
、
同
窓
会
員
数
一，

六
八
二

名
（
最
終
在
学
生
の
二
一
名
を

含
む
）
を
数
え
、
来
年
三
月
に

閉
校
予
定
で
あ
る
。
藤
田
学
園

医
学
技
術
専
門
学
院
さ
よ
う
な

ら
。な

お
、
閉
校
後
の
事
務
取
扱

い
窓
口
は
次
の
通
り
で
す
。

〒
四
七
○
―
一
一
六
八

愛
知
県
豊
明
市
栄
町
南
館
一

二
の
一

藤
田
学
園
庶
務
総
本
部

電
話
○
五
六
二
―
九
七
―
四

六
三
四

ま
た
就
職
の
相
談
は
藤
田
保

健
衛
生
大
学
衛
生
学
部
一
号
館

一
階
の
藤
田
学
園
就
職
指
導
室

（
電
話
○
五
六
二
―
九
三
―
二

五
一
四
）
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

閉
校
に
当
た
り
専
門
学
院
で

講
義
・
実
習
な
ど
ご
指
導
賜
っ

た
多
数
の
先
生
方
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
医
学
部
法
医

学
教
室
に
赴
任
し
て
か
ら
二
五

年
九
ケ
月
、
非
常
勤
を
加
え
る

と
三
一
年
の
長
い
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、
専
門
学
院
の

閉
校
に
伴
い
藤
田
学
園
を
去
り

ま
す
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

最
後
に
藤
田
学
園
、
藤
田
学

園
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
と
同

窓
生
の
一
層
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

若林昭二

藤田学園医学技術専門学院

懇
親
会
に
は
家
族
同
伴
で
参
加
を

今はなつかしい名古屋医学技術専門学院（昭和41年開校）時代の校舎

来年3月に閉校する思い出の藤田学園医学技術専門学院の校舎

さ よ う な ら

今年の文化講演は
「心の時代のメンタルヘルス」

学
生
部
長
・
学
園
祭
運
営
委
員
長

フ
ジ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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学内外の多くの同窓生の出席をお願い致します。 

昭
和
四
八
年
五
月
に
本
大
学

病
院
が
開
院
し
て
二
七
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
当
時
は
全
国
か

ら
の
見
学
者
に
手
術
室
の
ハ
ッ

チ
ウ
ェ
イ
や
手
術
台
の
固
定
カ

ラ
ム
等
、
最
も
先
進
的
な
設
備

が
自
慢
の
種
と
な
り
ま
し
た

が
、
時
代
の
波
は
次
な
る
対
応

を
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
病
院
と
い
う
も
の
の
性

格
は
、
高
度
先
進
医
療
を
開
発

し
、
お
し
進
め
る
特
定
機
能
病

院
と
し
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
付
設
し
て
高
度
の
救
急
医

療
を
受
け
持
つ
病
院
と
し
て
、

大
学
、
特
に
本
学
の
様
な
医
療

系
総
合
大
学
の
卒
前
卒
後
の
教

育
病
院
と
し
て
の
三
つ
の
使
命

が
あ
り
ま
す
。
更
に
本
院
の
場

合
は
地
域
の
特
殊
性
か
ら
地
域

病
院
と
し
て
の
性
格
も
要
求
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
経
年

的
に
蛸
足
的
に
病
院
の
奥
の
方

に
伸
び
て
き
た
外
来
を
表
に
出

し
て
分
か
り
や
す
く
す
る
必
要

性
も
生
じ
て
き
ま
し
た
し
、
詰

め
込
み
本
位
で
な
く
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
良
い
病
室
で
な
け
れ
ば
患

者
さ
ん
の
満
足
は
得
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
開
設
以

来
四
半
世
紀
以
上
経
っ
て
諸
エ

ネ
ル
ギ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
老
朽
化

が
限
度
に
近
づ
い
て
き
た
の
を

機
に
、
新
外
来
棟
建
築
を
含
め

た
機
能
整
備
工
事
が
決
断
さ
れ

ま
し
た
。
本
館
と
の
接
続
部
を

含
め
本
当
の
完
成
は
来
年
春
と

な
り
ま
す
が
、
本
稿
執
筆
の
八

月
上
旬
、
写
真
の
如
く
新
し
い

外
来
棟
は
そ
の
外
容
を
略
々
整

え
、
九
月
四
日
に
は
一
部
を
使

っ
て
外
来
診
療
が
開
始
さ
れ
、

九
月
十
八
日
か
ら
は
新
手
術
室

が
稼
働
し
ま
す
。

新
し
い
外
来
棟
の
概
要
は
地

下
二
階
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
、
地
下
一
階
に
薬
剤
部
、
救

急
控
え
室
と
防
災
セ
ン
タ
ー
、

機
械
室
、
一
階
が
受
付
、
薬
局
、

外
科
・
形
成
外
科
外
来
と
時
間

外
外
来
を
含
む
救
急
外
来
、
二

階
に
内
科
・
神
経
内
科
・
皮
膚

科
外
来
、
三
階
は
手
術
室
、
四

階
は
手
術
室
控
え
室
と
会
議

室
、
機
械
室
、
五
階
は
会
議
室

と
医
局
・
教
授
室
等
医
師
居
住

区
、
六
階
は
医
師
居
住
区
と
な

っ
て
い
ま
す
。
若
干
説
明
を
加

え
ま
す
と
、
新
し
い
正
面
玄
関

を
入
り
ま
す
と
ピ
ロ
テ
ィ
ー
と

共
に
一
・
二
階
ガ
ラ
ス
張
り
の

外
壁
で
、
明
る
く
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
持
ち
ま
す
。
外
来
診
察
室

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
て
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
外
来
棟
一
階

に
は
全
く
別
個
に
救
急
玄
関
が

出
来
ま
す
が
、
一
・
二
次
受
付

と
三
次
救
急
受
付
が
別
の
入
口

と
な
り
ま
す
。
手
術
室
か
ら
四

階
の
会
議
室
に
は
T
V
回
線
が

設
備
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
で
手
術
野

の
映
像
を
み
な
が
ら
教
育
も
出

来
ま
す
し
、
双
方
向
会
話
に
よ

り
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
東
海

大
地
震
の
様
な
広
域
大
災
害
の

拠
点
病
院
と
し
て
は
、
一
挙
に

多
数
の
患
者
を
収
容
す
る
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
、
四
階
の
会
議
室

や
一
・
二
階
の
待
合
ス
ペ
ー
ス

を
転
用
出
来
る
よ
う
に
、
酸
素
、

吸
引
の
配
管
を
し
て
あ
り
ま

す
。
四
階
が
災
害
入
院
の
病
棟

化
し
た
場
合
は
、
医
師
、
看
護

婦
控
え
室
が
臨
時
の
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
五
階
の

会
議
室
が
泊
ま
り
込
み
の
医

師
、
看
護
婦
の
休
憩
室
化
し
ま

す
。
五
・
六
階
の
医
師
居
住
区

と
は
、
現
在
狭
く
て
ど
う
し
様

も
な
い
ス
タ
ッ
フ
館
が
分
か
れ

て
の
移
動
で
、
第
二
ス
タ
ッ
フ

館
と
な
り
ま
す
。
講
座
助
手
以

上
は
机
を
持
っ
て
勉
強
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

既
設
棟
で
は
、
脳
外
科
、
東

洋
医
学
が
現
在
の
外
来
医
事

課
、
薬
局
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
現

在
の
神
経
内
科
、
薬
剤
部
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
と
並
ぶ
付

近
に
、
病
診
連
携
デ
ス
ク
、
医

療
相
談
窓
口
、
公
衆
衛
生
看
護

科
外
来
、
指
導
室
等
が
一
体
化

し
て
入
り
ま
す
。
藤
医
会
の
先

生
方
の
病
診
連
携
デ
ス
ク
御
活

用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

種
々
の
外
来
の
入
っ
て
い
た
三

号
棟
二
階
は
病
棟
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
し
、
東
洋
医
学
の
跡

に
は
腎
セ
ン
タ
ー
が
拡
張
充
実

致
し
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
に
お

い
て
は
八
人
床
室
を
四
人
床
室

に
す
る
な
ど
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
改

善
工
事
は
略
々
終
了
し
て
い
ま

す
。
病
床
数
は
増
減
の
結
果
一，

六
七
三
床
か
ら
一，

五
一
○
床

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
も
大

学
病
院
と
し
て
最
大
規
模
で

す
。現

在
、
医
療
は
急
速
な
勢
い

で
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
医
学

医
療
の
進
歩
、
諸
医
療
機
器
の

開
発
も
大
き
い
の
で
す
が
、
医

療
の
制
度
、
方
向
、
社
会
情
勢

も
激
し
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
後
者
は
我
々
医
療
関
係

者
に
と
っ
て
は
逆
風
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し

て
も
、
高
度
に
発
展
す
る
二
一

世
紀
の
医
療
に
大
学
病
院
と
し

て
対
応
出
来
る
様
な
病
院
作
り

を
目
指
し
て
進
ん
で
参
り
ま
し

た
。
今
後
も
次
々
と
手
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
た
病
院
を
精
一
杯
御
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
院
長

船
曳
孝
彦

藤田学園医学技術専門学院学院長

同
窓
生
の
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ま
す
ま

す
ご
健
勝
で
、
全
国
各
地
の
職

場
で
さ
ぞ
か
し
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
こ
の
度
、
小
生
の
同

窓
会
資
料
を
整
理
し
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
設
立
総
会
案
内

状
や
発
足
準
備
委
員
会
等
の
古

い
資
料
が
出
て
来
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
藤
田
学
園

同
窓
会
は
、
昭
和
五
四
年
に
短

大
、
専
学
、
衛
生
学
部
卒
業
生

の
数
十
名
の
有
志
が
三
回
の
会

合
を
持
ち
、
同
年
十
二
月
四
日

に
第
一
回
の
藤
田
学
園
同
窓
会

発
足
準
備
委
員
会
を
開
催
。
そ

の
後
、
会
合
を
重
ね
、
翌
年
の

昭
和
五
五
年
十
月
十
日
に
、
創

設
者
故
藤
田
啓
介
先
生
は
じ

め
、
学
園
当
局
の
先
生
方
を
お

迎
え
し
て
、
フ
ジ
タ
ホ
ー
ル
五

○
○
に
お
い
て
、
各
学
部
学
校

の
同
窓
会
を
統
合
し
た
『
藤
田

学
園
同
窓
会
設
立
総
会
』
を
開

催
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
第
一
回
の
総
会
。
同
日
、
引

き
続
い
て
「
藤
田
学
園
同
窓
会

設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
は
、

同
窓
会
や
学
園
行
事
に
参
加
し
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こ
の
度
、
内
藤
純
子
短
期
大

学
学
長
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
平

成
十
二
年
四
月
一
日
付
で
、
短

期
大
学
臨
床
免
疫
学
教
授
に
昇

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
諸
先
生
方
の
賜
物
と
厚

く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
ま
す
ま
す
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
昭
和
四
四
年
に
衛
生
学

部
二
回
生
と
し
て
入
学
し
ま
し

た
。
学
生
時
代
、
当
時
の
衛
生

学
部
長
で
あ
ら
れ
た
故
伊
奈
修

一
郎
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い
た

裁
判
化
学
に
非
常
に
興
味
を
持

ち
、
卒
論
も
伊
奈
先
生
に
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
就
職
を
考
え

る
時
期
に
警
察
の
犯
罪
科
学
研

究
所
を
希
望
し
て
、
愛
知
県
警

ま
で
見
学
に
行
っ
た
ぐ
ら
い
で

し
た
。
し
か
し
採
用
が
な
く
、

病
院
に
就
職
を
決
め
よ
う
と
し

て
推
薦
書
を
伊
奈
先
生
に
書
い

て
も
ら
お
う
と
し
た
ら
、
君
は

衛
生
学
部
助
手
に
残
り
な
さ
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
、

衛
生
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、

そ
れ
以
来
藤
田
学
園
と
は
三
○

年
間
の
つ
き
合
い
と
な
り
ま

す
。
卒
業
時
に
大
学
病
院
が
出

来
上
が
り
、
次
い
で
医
学
部
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

の
藤
田
学
園
の
発
展
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
、
校
舎
の
新

築
、
立
て
替
え
、
学
科
増
設
、

学
校
の
新
設
な
ど
が
急
激
に
起

き
て
い
き
ま
し
た
。

二
回
生
で
藤
田
学
園
に
残
っ

た
の
は
、
衛
生
学
部
助
手
で
二

名
、
大
学
病
院
に
二
名
で
す
が
、

現
在
は
私
が
残
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。
退
職
さ
れ
た
人
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
活
躍
さ

れ
、
他
大
学
の
先
生
、
検
査
技

師
長
、
検
査
セ
ン
タ
ー
の
部
長

な
ど
を
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

話
を
戻
し
ま
す
が
、
採
用
さ

れ
て
一
回
生
の
方
々
（
五
名
）

と
衛
生
学
部
の
実
習
助
手
と
し

て
働
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、

医
学
部
、
短
大
の
実
習
も
一
部

手
伝
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。
助
手
の
専
門
担
当
教
科
を

決
め
る
事
と
な
り
、
私
は
血
清

学
（
現
在
免
疫
学
）
を
選
び
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
学
生
時
代
血

清
学
は
梅
毒
の
検
査
が
主
で
、

そ
の
他
の
教
科
に
比
べ
て
非
常

に
楽
そ
う
だ
っ
た
の
で
選
択
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
卒
業
す
る

頃
に
、
今
で
は
常
識
的
な
T
リ

ン
パ
球
と
B
リ
ン
パ
球
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
時
期
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
の
免
疫
学
の

進
歩
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
、
教
科
書
が
一
年
ご
と
に
変

わ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
専
門
教
科
を
決
め
る
時
期

に
、
衛
生
学
部
の
大
学
院
を
申

請
す
る
た
め
に
、
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
を
退
官
さ
れ
た
進

藤
宙
二
先
生
が
、
藤
田
保
健
衛

生
大
学
衛
生
学
部
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
進
藤
先
生
の
下

で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
そ
の
後
、
進
藤
先

生
の
東
大
医
科
学
研
究
所
時
代

に
一
緒
に
研
究
さ
れ
て
い
た
、

芳
賀
邦
夫
先
生
が
就
任
さ
れ
て

き
て
、
私
の
学
位
論
文
に
な
っ

た
、Corynebacterium

equiKo-
85

と
結
核
菌
と
の
間
の
共
通
抗

原
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
別

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応（Coryneba-

cterium
equiKo-85

と
結
核
菌

で
の
反
応
）
で
抑
制
す
る
干
渉

現
象
で
の
研
究
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

進
藤
先
生
が
退
官
さ
れ
た

後
、
故
藤
田
啓
介
総
長
先
生
の

仕
事
を
伊
藤
祥
輔
先
生
（
衛
生

学
部
教
授
）
指
導
の
も
と
に
、

井
上
茂
樹
先
生
（
衛
生
学
部

教
授
）
と
、L-dopa

、5-S-
Cysteinyldopa

を
用
い
て
の
抗

ガ
ン
作
用
の
実
験
を
行
い
ま
し

た
。昭

和
六
○
年
四
月
に
藤
田
保

健
衛
生
大
学
短
期
大
学
に
講
師

と
し
て
移
籍
し
血
清
学
の
実
習

お
よ
び
講
義
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期

の
研
究
は
医
学
部
公
衆
衛
生
学

の
島
正
吾
教
授
（
現
在
　
退
職
）

と
短
大
公
衆
衛
生
学
の
森
田
邦

彦
先
生
（
現
在
　
退
職
）
と
の

ベ
リ
リ
ュ
ウ
ム（Be

）
の
免
疫
応

答
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
ス
ギ
ナ
抽
出
粗
タ
ン
パ
ク
質

に
よ
る
抗
ガ
ン
作
用
と
免
疫
応

答
系
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
実
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

短
大
に
移
籍
し
て
十
五
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
十
四
年
間
は
教
育
に

重
点
を
置
き
講
義
、
実
習
、
国

試
対
策
の
講
義
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
前
ま
で
は
、

受
験
生
や
就
職
に
関
し
て
あ
ま

り
心
配
し
な
く
て
も
良
い
時
代

で
し
た
が
、
少
子
化
の
時
代
に

入
り
受
験
生
の
減
少
は
大
学
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
す
。
短
大

は
藤
田
学
園
の
学
校
の
中
で
も

二
番
目
に
作
ら
れ
た
伝
統
あ
る

学
校
で
す
。
国
家
試
験
の
合
格

率
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維

持
し
て
お
り
、
こ
の
校
風
と
伝

統
を
維
持
し
な
が
ら
、
受
験
生

に
魅
力
あ
る
特
色
を
持
っ
た
大

学
に
し
て
い
く
た
め
に
、
微
力

で
す
が
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。
今
後
と
も
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

年
間
を
振
り
返
り

山
本
恵
申

短
期
大
学
教
授
（
衛
生
学
部
衛
生
技
術
学
科
二
回
生
）

昨
年
十
二
月
一
日
付
で
、
藤

田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
耳
鼻

咽
喉
科
学
教
室
の
教
授
に
就
任

し
ま
し
た
医
学
部
一
回
生
の
内

藤
健
晴
で
す
。
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
私
が
尊
敬
す
る
前
任

の
岩
田
重
信
教
授
が
平
成
十
年

十
一
月
十
三
日
に
急
逝
さ
れ
て

か
ら
と
い
う
も
の
は
、
本
当
に

大
変
な
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、

高
須
昭
彦
先
生
始
め
教
室
員
一

同
お
よ
び
西
村
忠
郎
同
門
会
会

長
始
め
同
門
会
員
の
皆
様
の
強

い
結
束
と
非
常
に
多
く
の
関
係

各
位
の
ご
助
力
を
持
ち
ま
し

て
、
こ
の
度
、
そ
の
跡
を
嗣
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
心
暖

ま
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。岩

田
教
授
が
種
を
ま
か
れ
育

て
て
こ
ら
れ
た
苗
木
を
、
そ
れ

を
見
て
き
た
者
の
一
人
と
し
て

続
け
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
は
大
変
に
嬉
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
若

木
の
育
成
は
、
や
が
て
続
く
優

秀
な
卒
業
生
に
受
け
継
い
で
も

ら
い
、
ま
さ
に
こ
の
同
窓
会
会

報
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
あ
け

ぼ
の
杉
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ

立
派
な
大
木
に
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。そ

し
て
こ
の
大
樹
は
、
将
来
、

多
く
の
卒
業
生
を
包
み
守
っ
て

く
れ
る
伝
統
と
い
う
名
前
の
傘

と
な
り
、
そ
の
枝
葉
の
一
つ
と

な
っ
た
自
分
が
誇
り
に
思
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
苗

木
を
受
け
継
ぐ
栄
誉
に
浴
す
ま

で
に
は
、
私
が
卒
業
し
て
か
ら

二
二
年
、
入
学
し
て
か
ら
は
二

八
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
て
い

る
こ
と
も
、
ま
た
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
教
育
理
念
と
し
て

は
、
教
室
員
が
患
者
の
苦
し
み

が
ト
ー
タ
ル
と
し
て
理
解
で
き

適
切
な
対
応
が
で
き
る
臨
床
家

に
育
つ
こ
と
を
目
標
と
し
て
彼

ら
と
対
峙
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

広
く
世
界
に
向
け
勇
躍
で
き
る

よ
う
な
環
境
も
整
備
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
医
学
部
に
つ
い
て
の

こ
と
で
す
が
、
卒
業
生
の
目
が

な
か
な
か
母
校
に
向
か
な
い
雰

囲
気
の
中
で
、
卒
業
生
も
母
校

へ
の
愛
着
を
向
け
る
場
の
乏
し

さ
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

医
学
部
同
窓
会
で
あ
る
藤
医
会

も
そ
の
数
を
増
し
て
き
て
、
最

近
で
は
徐
々
に
そ
の
活
動
を
活

発
に
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
な

り
の
実
績
も
積
ま
れ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
そ
の
上
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
に
、
同
級
生
で

あ
る
松
井
俊
和
先
生
も
本
年
四

月
一
日
付
で
医
学
部
教
授
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
卒
業

生
二
人
の
教
授
就
任
を
機
に
、

卒
業
生
の
関
心
が
幾
ら
か
で
も

大
学
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ら
、
同
窓
会
員
と
し

て
こ
れ
に
優
る
幸
せ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

今
後
は
、
教
室
員
共
々
、
診

療
、
教
育
、
研
究
に
専
念
す
る

積
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
、
同

窓
会
の
皆
様
に
は
、
末
永
く
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

私
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

誇
り
を
持
っ
て
、苗
木
を
大
樹
に
育
て
た
い

内
藤
健
晴

平成１１年度　国家試験合格率
本学（合格者数）全国平均

【医師】

医学部　　　新卒 ６６.０％（７０） ７９.１％

既卒 ７１.４％（１５）

計 ６６.９％（８５）
【臨床検査技師】

衛生学部【衛生技術学科】 ９５.１％（１１６） ７５.０％

短期大学【衛生技術科】 ９９.２％（１２０）

医学技術専門学院 ７７.５％（３１）
【看護婦・保健婦】

衛生学部【衛生看護学科】看護婦・士 １００ ％（４９） ９６.４％

【衛生看護学科】保健婦・士 ８４.０％（４２） ９０.７％

看護専門学校【看護科】 看護婦・士 ９７.９％（９２） ９６.４％
【診療放射線技師】

衛生学部【診療放射線技術学科】 １００ ％（４７） ８１.２％
【作業療法士・理学療法士】

リハビリ専門学校【作業療法科】作業療法士 １００ ％（３０） ９７.５％

【理学療法科】理学療法士 １００ ％（３２） ９５.４％
【臨床工学技士】

短期大学【専攻科】 １００ ％（２６） ７７.５％

（愛知県平均）

本
年
四
月
一
日
、
藤
田
学
園

の
各
学
部
・
学
校
に
お
け
る
就

職
活
動
の
一
元
化
及
び
活
性
化

を
図
る
目
的
で
、
学
務
総
本
部

学
務
部
に
就
職
指
導
室
が
衛
生

学
部
１
号
館
１
階
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
当
面
は
衛
生
学
部
、

短
期
大
学
の
各
学
科
の
就
職
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

就
職
指
導
室
は
伊
藤
祥
輔
学

務
部
長
の
下
、
室
長
、
室
長
代

理
、
事
務
員
の
三
名
で
構
成
さ

れ
、
求
人
開
拓
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
学
生
の
就
職
意
識
を

高
め
、
就
職
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

近
年
、
学
生
の
就
職
難
が
言

わ
れ
当
学
園
で
も
臨
床
検
査
技

師
に
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
今

ま
で
求
人
票
が
来
る
の
を
待
つ

体
制
か
ら
、
積
極
的
に
学
生
が

エ
ン
ト
リ
ー
出
来
る
よ
う
に
、

病
院
や
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
・

健
診
セ
ン
タ
ー
以
外
に
学
園
で

学
ん
だ
事
を
活
か
せ
る
医
薬

品
、
試
薬
、
食
品
、
化
粧
品
メ

ー
カ
ー
、
医
療
機
器
製
造
販
売

会
社
、
環
境
関
連
企
業
、
バ
イ

オ
関
連
事
業
等
を
訪
問
し
情
報

を
得
た
り
新
規
求
人
開
拓
を
し

て
い
ま
す
。
更
に
、
筆
記
試
験
、

小
論
文
、
S
P
I
検
査
や
面
接

に
対
処
で
き
る
よ
う
書
籍
や
、

全
国
の
企
業
や
医
療
情
報
ガ
イ

ド
等
の
書
籍
も
用
意
し
ま
し

た
。就

職
活
動
は
年
々
早
ま
る
傾

向
に
あ
り
、
平
成
十
三
年
三
月

卒
業
予
定
者
に
対
す
る
企
業
の

求
人
は
平
成
十

一
年
十
一
月
か

ら
始
ま
り
理
系

は
平
成
十
二
年

三
月
、
文
系
も

六
月
に
ほ
ぼ
終

了
し
ま
し
た
。

当
就
職
指
導
室

で
も
四
月
十
日

か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
を

掲
示
し
、
企
業

へ
就
職
希
望
の

学
生
と
面
談
を

開
始
し
ま
し
た
が
、
各
企
業
の

業
務
内
容
を
説
明
し
、
情
報
を

得
る
方
法
や
検
索
方
法
を
教
え

る
こ
と
に
よ
り
、
製
薬
、
食
品
、

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
、
医
療
機
器

会
社
へ
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
学
生

が
増
え
て
来
ま
し
た
。
今
後
は

病
院
、
検
査
セ
ン
タ
ー
、
健
診

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
求
人
を
待
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
不
確
定

な
要
素
も
あ
り
、
学
生
に
は
積

極
的
に
希
望
す
る
先
へ
求
人
の

有
無
確
認
の
電
話
を
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
六
○
％
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
求
人
方
法

を
採
用
し
年
々
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
学
生
は
E
―
メ

ー
ル
で
応
募
す
る
事
に
な
り
ま

す
。
指
導
室
も
パ
ソ
コ
ン
を
新

た
に
６
台
導
入
し
、
常
に
新
情

報
を
得
、
即
エ
ン
ト
リ
ー
出
来

る
体
制
を
と
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
E
―
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

持
っ
て
い
な
い
と
希
望
す
る
企

業
へ
応
募
出
来
ず
、
今
後
学
生

諸
君
全
て
が
パ
ソ
コ
ン
を
用
意

す
る
か
、
学
内
の
ネ
ッ
ト
に
加

入
す
る
よ
う
勧
め
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
最
上
級
生
の
就
職
活

動
支
援
だ
け
で
な
く
、
衛
生
学

部
衛
生
技
術
学
科
の
三
年
生
、

短
期
大
学
衛
生
技
術
科
の
二
年

生
を
対
象
に
第
一
回
目
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
七
月
か
ら
始

め
、
十
一
月
か
ら
始
ま
る
求
人

に
対
処
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

就
職
指
導
室
が
開
設
さ
れ
て

三
ヶ
月
で
す
が
、
徐
々
に
体
制

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
履
歴
書
の
書
き
方
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
自
己
分
析
の
方
法
、
面
談

時
の
注
意
な
ど
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
ん
で
教
え
て
い
く
予
定
で

す
。
一
○
○
％
の
就
職
率
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
就
職
指
導

室
の
努
力
だ
け
で
は
如
何
と
も

し
が
た
く
、
教
員
、
職
員
を
は

じ
め
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様

方
の
ご
尽
力
と
情
報
提
供
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

藤田学園学務部就職指導室開設にあたって

吉田紘一就職指導室長

平
成
十
二
年
四
月
一
日
付
け

で
、
久
留
米
大
学
医
学
部
助
教

授
よ
り
岡
山
理
科
大
学
理
学
部

教
授
に
赴
任
し
ま
し
た
。
本
学

は
、
加
計
勉
総
長
が
「
一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
を
積
極
的
に
肯

定
し
、
そ
の
持
つ
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
」
と
い
う
学
園

創
始
の
理
念
と
「
学
際
領
域
の

探
求
」
と
い
う
建
学
の
理
念
を

基
に
、
昭
和
三
九
年
に
創
設
さ

れ
た
大
学
で
す
。

私
が
赴
任
し
ま
し
た
の
は
、

平
成
十
一
年
よ
り
理
学
部
生
物

化
学
科
に
新
し
く
設
置
さ
れ
ま

し
た
臨
床
生
物
化
学
専
攻
の
臨

床
病
理
学
研
究
室
で
す
。
こ
の

専
攻
を
卒
業
す
る
と
臨
床
検
査

技
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格
の

あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
、

東
で
は
東
邦
大
学
理
学
部
、
西

で
は
本
学
だ
け
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ま
た
臨
床
生
物
化
学
専
攻

に
は
、
生
命
の
根
源
を
解
明
す

る
バ
イ
オ
の
視
点
か
ら
、
生
物

化
学
的
基
礎
知
識
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
予
防
医
学
、
環
境
医
学

な
ど
高
度
、
多
様
化
す
る
現
代

医
療
に
付
帯
す
る
臨
床
科
学
に

関
す
る
、
新
た
な
学
際
領
域
を

目
指
し
、
幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
故

藤
田
啓
介
総
長
が
「
獨
創
一
理
」

の
精
神
の
基
に
学
園
を
創
立
さ

れ
た
と
き
も
、
衛
生
学
部
は
東

に
北
里
大
学
、
西
は
保
健
衛
生

大
学
の
二
校
で
、
母
校
に
は
、

幅
広
す
ぎ
る
（
私
に
と
っ
て
は
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ぎ
っ
し
り
と

用
意
さ
れ
て
お
り
、
有
機
、
有

機
で
半
年
暮
ら
し
、
後
の
半
年

生
化
学
と
歌
わ
れ
た
ほ
ど
の
難

関
も
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
し

ま
す
。
卒
業
後
、
約
二
五
年
と

い
う
年
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
何
か
共
通
な
と
こ
ろ
が
あ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
久
留

米
大
学
医
学
部
で
は
、
木
村
博

司
教
授
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ボ

ス
の
下
で
教
育
し
て
頂
き
、
い

い
環
境
で
研
究
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分

自
身
が
教
授
に
な
っ
て
み
ま
す

と
そ
の
よ
う
な
環
境
を
作
れ
る

か
ど
う
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
特
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す

の
で
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
教

育
、
研
究
に
関
わ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
設
備
、
研
究
費
な
ど
い

ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
が
山
積

み
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
校
の
創

設
期
の
先
生
方
の
ご
苦
労
を
身

に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。
私

立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
化
に
伴
う
受
験
者
数
の
減

少
、
国
立
大
学
の
法
人
化
な
ど

一
段
と
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
受
験
生
や
在
学
生
、

卒
業
生
が
「
是
非
こ
の
大
学
に

進
学
し
た
い
」「
こ
の
大
学
に

き
て
よ
か
っ
た
」「
こ
の
大
学

を
卒
業
し
て
よ
か
っ
た
」「
こ

の
大
学
院
に
し
か
行
き
た
く
な

い
」
な
ど
と
い
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
魅
力
、
特
色
の
あ
る
大

学
に
改
革
し
て
い
か
な
い
と
大

学
の
存
続
自
体
が
危
う
く
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
教
員

を
は
じ
め
大
学
関
係
者
が
自
分

自
身
の
目
先
の
利
害
だ
け
を
考

え
る
の
で
は
な
く
受
験
生
か
ら

選
ば
れ
る
大
学
を
目
指
し
て
努

力
、
精
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ど
こ
に
で
も
自
分
だ
け
の

こ
と
し
か
考
え
な
い
人
が
い
る

こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
本
学
を
卒
業
し
教
職
員
と

し
て
在
職
さ
れ
て
い
る
方
々
が

同
窓
生
と
一
体
と
な
っ
て
真
剣

に
大
学
の
将
来
を
考
え
て
学
生

に
見
え
る
努
力
を
し
て
頂
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
学
生
が
大
学
生
活
の
中

で
素
晴
ら
し
い
人
間
関
係
を
築

き
、
母
校
と
の
絆
を
大
切
に
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
評

価
の
一
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
学
、

母
校
に
お
い
て
も
残
ら
れ
た
同

窓
生
が
他
大
学
に
、
他
大
学
に

で
ら
れ
た
同
窓
生
が
母
校
に
、

と
い
う
よ
う
な
人
の
な
が
れ
を

つ
く
る
の
も
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
現

場
を
取
り
巻
く
環
境
な
ど
が
あ

ま
り
に
も
厳
し
く
な
り
、
私
達

が
学
生
の
頃
と
は
比
較
で
き
な

い
ほ
ど
変
化
し
て
い
ま
す
。
臨

床
検
査
学
あ
る
い
は
臨
床
検
査

技
師
が
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
行
く
べ
き
か
、
ど
の
よ
う

な
学
生
を
ど
の
よ
う
に
育
て
れ

ば
良
い
か
戸
惑
う
ば
か
り
で

す
。
母
校
の
先
生
方
、
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が

ら
教
育
、
研
究
に
努
力
し
て
行

く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も

な
お
一
層
の
ご
教
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「獨創一理」の精神を忘れることなく
新設の臨床病理学の教育と研究に努力したい

藤谷登岡山理科大学理学部教授（衛生学部衛生技術学科四回生）

平
成
十
二
年
四
月
一
日
付
で

医
学
部
教
授
（
臨
床
医
学
総
論
）

を
拝
命
し
、
兼
ね
て
医
学
教
育

企
画
室
室
長
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。
本
学
医
学
部
に
第
一
回
生

と
し
て
入
学
以
来
、
平
野
正
美

教
授
は
じ
め
親
し
く
御
指
導
い

た
だ
い
た
多
く
の
先
生
方
や
学

内
・
学
外
の
同
級
生
、
同
窓
生

の
支
え
が
あ
っ
た
故
と
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
仕
事
と
し
てFujita

Spirit

を
後
輩
に
伝
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
な
も
の
と
考
え
ま

す
。
二
一
世
紀
は
医
療
、
医
学

教
育
と
も
大
変
き
び
し
く
学
園

全
体
が
は
っ
き
り
と
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
を
も
ち
、
そ
れ
を
確
実
に

実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
様

な
環
境
で
少
し
で
も
力
を
発
揮

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

医
学
教
育
企
画
室
は
医
学
部

の
目
標
で
あ
る
、「
獨
創
一
理
」

の
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た

“良
い
臨
床
医
”
を
養
成
す
る

た
め
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
特
に
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
や
学

生
参
加
型
の
臨
床
実
習
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
）
の
実

現
や
教
員
の
教
育
意
識
の
向
上

を
計
る
こ
と
が
そ
の
任
で
す
。

し
か
し
今
年
度
の
よ
う
に
医

師
国
家
試
験
が
惨
憺
た
る
結
果

で
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
改
善
も
最
大
の
努
力
を
注

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
家
試

験
の
成
績
の
改
善
が
良
い
資
質

を
持
っ
た
多
く
の
学
生
に
学
園

の
方
に
眼
を
向
け
て
も
ら
う
大

切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
だ
か

ら
で
す
。

医
学
教
育
企
画
室
と
同
じ
よ

う
な
活
動
を
す
る
い
わ
ゆ
る
教

育
ユ
ニ
ッ
ト
は
順
天
堂
大
学
・

医
学
教
育
研
究
室
は
じ
め
埼
玉

医
科
大
学
、
東
海
大
学
医
学
部

な
ど
私
が
知
り
得
る
と
こ
ろ
で

も
十
三
に
の
ぼ
り
色
々
な
大
学

で
開
設
準
備
に
入
っ
て
い
ま

す
。各

大
学
と
も
そ
の
大
学
の
ニ

ー
ズ
に
よ
り
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

医
学
教
育
企
画
室
の
開
設
に
あ
た
っ
て松

井
俊
和

医
学
部
教
授
（
臨
床
医
学
総
論
）
医
学
教
育
企
画
室
室
長

（
医
学
部
一
回
生
）

医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
教
授
（
医
学
部
一
回
生
）

を
中
心
に
進
め
る
と
こ
ろ
、
ク

リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を

進
め
る
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
だ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

活
動
は
様
々
で
す
。

こ
れ
ら
の
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
と

の
情
報
を
交
換
し
教
育
改
革
の

流
れ
に
負
け
な
い
よ
う
気
を
引

き
締
め
て
ま
い
り
ま
す
。

医
学
教
育
企
画
室
の
運
営
で

学
内
の
各
基
礎
講
座
や
臨
床
講

座
と
異
な
る
点
は
学
内
・
学
外

の
皆
様
の
協
力
が
得
ら
れ
な
け

れ
ば
全
く
そ
の
任
を
果
た
せ
な

い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

労
を
惜
し
ま
ず
が
ん
ば
っ
て

参
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
援
助
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

●新教授

●新教授

医学教育企画室に望まれるもの 

Faculty Development

藤田学園独自の教育理念 

カリキュラムの改善と評価 

教員の意識改革 医学教育ワークショップ 入学者選抜 

学生のフォローアップ 

国家試験対策 
OSCE

入学から卒業までの成績 
国家試験の成績 
所属 
大学院の情報 
研修の状況 

勤務・開業の状況 

教員に関する情報 

卒業試験の改善 
IT試験の改善 
総合試験の改善 
試験問題のストック 

臨床教育指導者養成 若手教員の海外研修 

チューター養成 

研修医教育 
医学教育者の養成 

教学局との協力 
データベース 

教育に対する評価 

学外教育病院・診療所との協力 

教育病院への提言 

教育環境改善への提言 

新しい医学教育の研究・支援 

新しい教育資源の開発 
模擬患者の養成 
コンピュータ等の利用 

学内他部門との協力 

クリニカル　クラークシップ 

チュートリアル 

チューター養成講習会 

カリキュラムの企画 

Early clinical exposure

読書ゼミナール 

Human biology

臨床医学総論 臨床実習 
プライマリーケアー教育 

グローバルスタンダード 
自己評価・学外評価 

基本的臨床技能教育 

大学院の基本的カリキュラム・臨床研修カリキュラム 

統合講義 CM-E

カリキュラムの評価 

３０



〔3〕 ２０００年（平成１２年）１０月１０日（火曜日） あ け ぼ の 杉

私
は
、
昭
和
六
一
年
藤
田
保

健
衛
生
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
本
学
小
児
科
学
教
室
に
入

局
。
二
年
間
の
臨
床
研
修
の
後
、

大
学
院
に
入
り
臨
床
と
研
究
と

い
う
二
本
立
て
の
生
活
を
始
め

ま
し
た
。
大
学
院
入
学
後
は
、

米
国FDA

留
学
時
も
含
め
一
貫

し
てhum

an
herpesvirus

6

（HHV-

６
）、
７
を
は
じ
め
と
す

る
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
臨

床
ウ
イ
ル
ス
学
的
研
究
で
疑
問

に
思
っ
た
点
を
解
明
す
る
た

め
、
昨
年
七
月
か
ら
名
古
屋
大

学
医
学
部
ウ
イ
ル
ス
感
染
研
究

部
門
に
移
り
実
験
を
続
け
て
お

り
ま
す
。

H
H

V
-6

は
一
九
八
六
年
、

AIDS

な
ど
免
疫
抑
制
状
態
に
あ

る
患
者
末
梢
血
か
ら
分
離
さ
れ

た
６
番
目
の
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
発
見

後
し
ば
ら
く
の
間
初
感
染
臨
床

像
は
不
明
で
し
た
が
、
一
九
八

八
年
我
々
と
大
阪
大
学
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
り
、
乳
児
期
に
起
こ

る
突
発
性
発
疹
症
（
突
発
疹
）

の
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
小

児
科
外
来
で
精
力
的
に
検
体
採

取
を
進
め
、HHV-6

初
感
染
時

の
ウ
イ
ル
ス
増
殖
動
態
、
免
疫

応
答
を
解
明
。
血
清
疫
学
調
査

の
結
果
、
本
邦
で
は
生
後
六
ヶ

月
か
ら
一
歳
の
間
に
ほ
と
ん
ど

の
乳
児
が
初
感
染
を
受
け
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
突
発
疹

は
こ
れ
ま
で
予
後
の
良
い
疾
患

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ウ
イ

ル
ス
学
的
診
断
が
可
能
に
な

り
、
稀
に
脳
炎
、
劇
症
肝
炎
と

い
っ
た
重
篤
な
合
併
症
を
起
こ

す
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。さ

ら
に
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
は
初
感
染
後
宿
主
体
内
に
潜

伏
感
染
し
免
疫
抑
制
状
態
下
で

再
活
性
化
し
ま
す
が
、
こ
の
ウ

イ
ル
ス
も
例
外
で
は
な
く
、
再

活
性
化
に
伴
い
骨
髄
移
植
後
の

急
性
拒
絶
反
応
様
の
臨
床
像
、

肝
移
植
後
の
不
明
熱
に
関
与
し

て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
成
果
の

中
で
、
特
に
脳
炎
の
発
症
機
序
、

骨
髄
移
植
後
の
急
性
拒
絶
反
応

と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る

の
か
と
い
う
２
点
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ヒ
ト
に

病
気
を
起
こ
す
の
か
？
　
臨
床

家
に
と
っ
て
の
素
朴
な
疑
問
を

解
明
す
る
た
め
、
昨
年
か
らin-

vitro

で
の
感
染
系
構
築
を
試
み

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
神
経

系cell
line

、
表
皮
細
胞
のcell

line

でHHV-6

感
染
に
成
功
し
、

今
後
そ
れ
に
伴
う
接
着
分
子
、

HLA

な
ど
の
発
現
変
化
を
解
析

す
る
と
と
も
に
、
潜
伏
感
染
、

再
活
性
化
機
序
な
ど
に
つ
い
て

も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
同
窓
生
の
学
術
研
究

紹
介
と
い
う
こ
と
で
、
書
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
看
護

専
門
学
校
・
医
療
専
門
課
程
看

護
科
十
九
回
卒
業
生
の
、
久
保

英
也
と
申
し
ま
す
。

学
術
研
究
紹
介
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
現
在
介
護
保
険

下
に
お
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
仕
事
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
、
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
、
病
院
や
施
設
で
勤

務
し
、
い
つ
の
頃
か
、
在
宅
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
う
様
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
番
の

き
っ
か
け
は
、
前
回
勤
務
し
て

い
た
重
度
心
身
障
害
児
施
設
で

の
療
育
と
い
う
現
場
で
、
入
所

者
の
方
に
、
医
療
面
は
も
ち
ろ

ん
の
事
、
Q
O
L
を
ど
う
や
っ

て
高
め
て
い
く
か
、
と
い
う
考

え
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
様
に

思
え
ま
す
。
こ
の
様
な
視
点
を

持
て
た
事
が
、
在
宅
の
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
き
っ
か
け
に
な

っ
た
様
で
す
。

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
介
護

保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
仕
事
を
し

て
お
り
ま
す
。
介
護
保
険
下
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
で
は
、
今
ま
で
の

知
識
と
は
別
に
、
介
護
保
険
制

度
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
他
法

の
知
識
も
重
要
と
な
り
、
ま
た
、

利
用
者
と
の
契
約
制
度
の
基

で
、
見
積
も
り
（
利
用
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
を
前
も
っ
て
計
算
・

説
明
し
、
同
意
を
得
て
か
ら
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
）
・
福

祉
用
具
の
選
定
・
住
宅
改
修
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
知
識
も
重

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
家
族

の
気
持
ち
と
本
人
の
気
持
ち
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
な
が
ら
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
、
実
際
、

介
護
に
当
た
る
ス
タ
ッ
フ
の
質

に
つ
い
て
の
見
極
め
等
、
今
ま

で
の
看
護
計
画
と
は
違
っ
た
難

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

の
様
な
中
、
現
在
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
、
利

用
者
や
家
族
の
方
が
安
心
し
て

生
活
を
営
む
た
め
に
は
介
護
保

険
制
度
だ
け
で
は
賄
え
な
い
部

分
も
感
じ
て
お
り
様
々
な
工
夫

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
介
護
保
険
制
度
自

体
が
不
完
全
な
為
、
日
々
情
報

が
交
錯
す
る
中
、
常
に
最
新
の

情
報
を
得
、
個
々
の
利
用
者
の

方
に
合
う
工
夫
や
お
金
を
か
け

な
い
等
の
工
夫
、
精
神
面
の
フ

ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
が
自
分
自
身

の
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
四
月
か
ら
平
成
十

二
年
三
月
ま
で
藤
田
保
健
衛
生

大
学
医
学
部
内
科
（
循
環
器
内

科
教
室
）
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
よ
う
な
若
輩
に
掲

載
の
場
を
頂
き
恐
縮
し
て
お
り

ま
す
が
、
四
月
か
ら
緑
区
で
開

業
し
て
い
る
父
の
診
療
所
に
入

り
、
大
学
病
院
を
一
歩
離
れ
た

外
か
ら
の
目
で
こ
の
十
年
間
を

振
り
返
る
良
い
機
会
と
考
え
投

稿
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

大
学
病
院
に
お
け
る
我
々
中

堅
医
師
は
臨
床
の
み
な
ら
ず
研

究
・
教
育
と
各
領
域
へ
参
加
す

る
機
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
と

か
く
交
流
範
囲
の
狭
く
な
り
が

ち
な
医
療
の
世
界
に
も
か
か
わ

ら
ず
様
々
な
業
種
の
方
と
接
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

経
験
は
何
に
も
換
え
が
た
い
財

産
で
あ
り
、
自
分
を
育
て
て
頂

い
た
藤
田
保
健
衛
生
大
学
と
い

う
学
び
舎
、
そ
し
て
循
環
器
内

科
教
室
に
は
素
直
に
心
か
ら
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
藤
田
で
得

た
財
産
を
い
く
つ
か
報
告
さ
せ

て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
１
）
臨
床
現
場
か
ら
得
た
財

産

藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院

と
い
う
私
立
大
学
病
院
に
お
い

て
あ
る
べ
き
姿
は
、
や
は
り
人

間
的
に
信
頼
で
き
る
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
育
成
と
思
い
ま
す
。
医

師
は
勿
論
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
心
身
病
む
患

者
の
ケ
ア
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。

救
急
の
現
場
に
お
い
て
、
自

分
の
体
調
が
万
全
で
待
機
し
て

い
る
時
に
は
患
者
は
転
送
さ
れ

ず
、
逆
に
ス
タ
ッ
フ
皆
が
疲
れ

切
り
、
自
分
に
も
余
裕
の
な
い

時
に
限
り
、
対
応
を
迫
ら
れ
る

こ
と
ば
か
り
で
す
。
そ
の
中
で
、

い
か
に
平
静
を
装
い
医
療
の
プ

ロ
と
し
て
接
す
る
か
、
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
か
が
患
者
・

家
族
だ
け
で
な
く
自
分
の
将
来

を
も
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
常
に
平
静
心
で
あ
れ
、
多

忙
極
ま
る
時
で
も
心
の
片
隅
に

気
配
り
を
忘
れ
ず
対
応
す
れ
ば

自
然
に
周
囲
が
助
け
て
く
れ

る
、
日
本
の
医
療
は
ま
だ
誠
意

の
通
じ
る
面
を
残
し
て
く
れ
て

い
る
、
そ
ん
な
人
生
哲
学
を
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
２
）

研
究
領
域
で
得
た
座
右

の
銘私

は
研
究
と
い
っ
て
も
臨

床
の
枠
内
で
の
も
の
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
国
内
・
外
学
会
・
論

文
発
表
に
お
け
る
自
分
の
意
見

表
示
の
難
し
さ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
覚
え
ま

し
た
。
自
分
の
言
い
た
い
こ
と

を
言
う
の
で
は
な
く
、
相
手
の

聞
き
た
い
こ
と
を
瞬
時
に
自
分

の
意
見
に
換
言
し
て
述
べ
る
わ

け
で
、
プ
レ
ゼ
ン
・
質
疑
応
答

は
自
分
本
位
で
は
な
く
他
人
本

位
で
あ
れ
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
心
に
刻

ま
れ
た
の
は
研
究
会
・
学
会
の

主
催
開
催
で
出
会
う
こ
と
の
で

き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
や
ホ
テ
ル
マ
ン
の
方
々
で
し

た
。
我
々
医
療
と
は
異
な
っ
た

世
界
で
、
決
し
て
失
敗
の
許
さ

れ
な
い
厳
し
い
世
界
で
働
く
彼

ら
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
、
医
療
だ
け
が
厳
し
い
社
会

で
は
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
で
今
ま
で
知
る
こ
と

の
な
か
っ
た
製
薬
・
医
療
会
社

の
方
々
の
我
々
へ
の
大
き
な
貢

献
と
協
力
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

人
脈
は
自
分
の
宝
で
す
。
実
る

ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
、

医
療
従
事
者
は
謙
虚
で
あ
れ
、

で
す
。

（
３
）

教
育
現
場
に
寄
せ
る
期

待

今
ど
き
の
若
者
は
！
　
と

口
癖
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
年
代

に
突
入
し
た
今
、
実
際
に
学

生
・
大
学
院
生
と
接
し
て
み
る

と
教
育
の
現
場
で
は
皆
素
直

で
、
輝
く
眼
を
持
つ
こ
と
に
驚

く
と
共
に
安
堵
し
ま
す
。

一
方
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い

う
人
間
と
は
対
極
に
あ
る
機
械

に
挟
ま
れ
て
、
若
手
の
成
長
を

待
ち
な
が
ら
、
我
慢
し
な
が
ら

育
て
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ

て
い
る
自
分
た
ち
を
も
ど
か
し

く
も
思
い
ま
す
。

そ
し
て
自
分
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
、
一
旦
医
師
に
な
る
と

一
人
前
の
社
会
人
の
考
え
方
を

身
に
付
け
る
の
に
、
あ
ま
り
に

も
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
気
が

し
ま
す
。

国
家
試
験
に
合
格
後
直
ち
に

「
先
生
」
と
い
う
立
場
に
な
り
、

そ
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
今

ま
で
元
気
に
生
き
る
夢
を
、
活

力
を
自
分
に
与
え
て
く
れ
た
学

生
・
大
学
院
生
が
あ
ま
り
余
分

な
回
り
道
を
せ
ず
、
お
互
い
に

認
め
合
え
る
人
間
に
成
長
す
る

よ
う
心
か
ら
祈
る
限
り
で
す
。

藤
田
保
健
衛
生
大
学
同
窓

生
で
あ
る
こ
と
に
、
そ
し
て
医

療
の
プ
ロ
と
し
て
プ
ラ
イ
ド
を

持
ち
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
あ

れ
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
そ
う

言
い
聞
か
せ
、
同
窓
生
の
一
員

と
し
て
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
藤
田
保

健
衛
生
大
学
と
、
そ
こ
か
ら
巣

立
っ
た
若
者
に
底
知
れ
ぬ
パ
ワ

ー
と
無
限
の
可
能
性
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

学
で
得
た
数
々
の
財
産
を

民
間
医
療
の
世
界
で
生
か
し
て
行
き
た
い

松
山
裕
宇

藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
当
時

は
名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
）
を

卒
業
し
て
か
ら
早
く
も
二
七
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
都
立

の
小
児
病
院
や
保
健
所
、
千
葉

県
立
衛
生
短
大
を
経
て
、
現
在

は
短
大
の
専
攻
科
で
地
域
看
護

学
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
病

院
や
保
健
所
勤
務
の
頃
は
現
場

で
の
仕
事
の
実
践
報
告
が
中
心

で
し
た
。

例
え
ば
、「
未
熟
児
病
棟
に

お
け
る
退
院
指
導
の
改
善
」
や

「
難
病
患
者
の
在
宅
ケ
ア
」
な

ど
で
す
。
千
葉
県
立
衛
生
短
大

で
は
小
児
看
護
学
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
の
で
、「
看
護
学
生

と
患
児
の
関
係
形
成
に
影
響
す

る
要
因
」「
看
護
学
生
の
子
ど

も
観
」
等
の
教
育
に
関
す
る
研

究
や
「
保
健
室
で
の
幼
児
の
行

動
」
等
、
実
習
場
と
の
共
同
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
根
底
に
あ

る
研
究
的
関
心
は
認
識
と
行
動

の
関
係
で
す
。
行
動
は
そ
の
人

の
認
識
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
認
識
の
変
化

は
行
動
の
変
化
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
十
八
年
前
に
出

会
っ
た
、
健
康
や
病
気
の
原
因

に
関
す
る
考
え
方
の
一
つ
で
あ

るHealth
Locus

of
Control

（HLC

）
と
い
う
概
念
に
魅
せ

ら
れ
、
健
康
行
動
と
の
関
連
の

研
究
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

健
康
教
育
・
健
康
学
習
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
で
す
。
修
士
論

文
と
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
も

HLC

と
健
康
行
動
に
関
す
る
も

の
で
し
た
。

今
年
は
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
十
年
間
の
縦

断
研
究
の
最
終
年
を
迎
え
て
お

り
、
現
在
は
調
査
票
の
回
収
段

階
で
結
果
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
研
究
と
し
て
は
、
①

大
学
に
お
け
る
看
護
職
教
育
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究

②
日
常
の
教
育
活
動
を
点
検
・

評
価
し
、
今
後
の
改
善
が
図
れ

る
研
究
　
③
地
域
ケ
ア
の
現
場

と
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
共
同
研
究
、
な
ど
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
三
月
に
同
窓

生
と
元
教
員
で
完
成
さ
せ
た
、

看
護
学
科
の
初
期
の
学
科
長
で

あ
り
、
日
本
の
看
護
界
の
先
駆

者
で
あ
る
、
故
渡
邉
モ
ト
　
先

生
の
記
念
誌
「
看
護
に
心
を
」

が
全
国
の
看
護
系
大
学
、
日
本

看
護
協
会
等
の
図
書
館
に
あ
る

こ
と
を
申
し
添
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

LCと健康行動に関する
縦断研究の結果が楽しみ

吉田由美東邦大学医療短期大学教授
（衛生学部看護学科二回生）

私
は
、
一
九
九
五
年
に
藤
田

保
健
衛
生
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
学
校
作
業
療
法
科

を
卒
業
し
、
同
年
、
藤
田
保
健

衛
生
大
学
七
栗
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
作

業
療
法
士
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。

当
院
は
、
臨
床
お
よ
び
教
育

に
充
実
し
た
施
設
で
あ
り
、
三

重
県
内
で
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
中
核
病
院
と
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
の
当
科
で
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
各
部
署
でLAN

接
続

し
、
あ
ら
ゆ
る
臨
床
情
報
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
多
大
な

情
報
量
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
こ
と
が
で
き
、
臨
床
、
研
究

と
も
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
、
患

者
様
の
身
体
機
能
やADL

能
力

を
経
時
的
に
追
っ
た
検
査
所
見

が
中
心
で
あ
り
、
当
科
で
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
検

証
す
る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
十
一
年
十
月
三
○
日
か

ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
五
日

間
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
お

い
て
国
際
色
素
細
胞
会
議

（International
Pigm

ent
Cell

Conference:IPCC

）
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。IPCC

は
、
動
物

の
色
素
細
胞
に
お
け
る
メ
ラ
ニ

ン
な
ど
色
素
の
産
生
に
つ
い

て
、
生
物
学
、
分
子
生
物
学
、

化
学
、
生
化
学
、
生
物
物
理
学
、

皮
膚
科
学
、
腫
瘍
学
な
ど
の
多

方
面
の
領
域
の
研
究
者
が
一
堂

に
集
い
、
最
先
端
の
研
究
成
果

を
発
表
す
る
国
際
学
会
で
す
。

そ
の
研
究
対
象
は
下
等
動
物
か

ら
ヒ
ト
に
わ
た
り
、
従
っ
て
、

参
加
者
も
基
礎
科
学
者
か
ら
臨

床
医
学
者
ま
で
幅
広
い
分
野
に

わ
た
る
、
極
め
て
学
際
的
な
学

術
集
会
で
す
。

今
回
の
名
古
屋
で
十
七
回
目

を
数
え
ま
す
が
、
そ
の
間
、
日

本
で
は
仙
台
と
神
戸
で
、
い
ず

れ
も
医
学
部
皮
膚
科
学
教
授
が

会
頭
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
基
礎

分
野
の
一
教
員
で
あ
る
小
生
に

会
頭
が
無
事
務
ま
る
か
、
心
配

の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
学
園
同
窓
生
ら
多
く
の

方
々
の
協
力
を
得
て
成
功
裡
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
感
謝
を
込
め
て
振

り
返
っ
て
み
た
い
。

今
回
のIPCC

を
主
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
母
団
体
は
日
本
色

素
細
胞
学
会
で
す
。
こ
の
学
会

の
理
事
、
学
会
員
の
多
数
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
開
催
を
決
意

し
た
の
が
四
年
前
の
一
九
九
五

年
の
事
で
し
た
。
そ
の
後，

化

学
教
室
の
若
松
一
雅
助
教
授
に

事
務
局
長
を
、
共
同
研
究
者
の

井
上
茂
樹
教
授
に
経
理
責
任
者

を
お
願
い
し
て
準
備
に
当
っ
て

き
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
開
催
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
か
ら

は
、
私
達
の
予
想
を
上
回
る
十

九
カ
国
一
六
九
名
の
参
加
が
あ

り
、
国
内
か
ら
の
参
加
者
を
合

わ
せ
て
三
○
七
名
の
盛
会
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
、
イ

ン
ド
を
中
心
に
ア
ジ
ア
か
ら
も

多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
日
本

開
催
の
意
義
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。学

術
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
五
題
の

特
別
講
演
、
十
四
テ
ー
マ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
あ

わ
せ
て
二
五
○
題
を
超
え
る
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

お
い
て
も
最
先
端
の
情
報
が
提

供
さ
れ
熱
心
な
討
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
加
え
て
会
期
の
前

後
に
は
四
テ
ー
マ
の
サ
テ
ラ
イ

ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
専
門
分
野
で
の
よ
り
深
い

討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

今
回
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
市

民
公
開
講
演
会
「
動
物
の
色
の

不
思
議
」
も
好
評
で
し
た
。

国
際
会
議
に
参
加
す
る
楽
し

み
の
一
つ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
折
角

の
日
本
で
の
開
催
で
す
の
で
、

会
場
近
く
の
白
鳥
庭
園
に
お
い

てTea
Ceremony

を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

学
園
の
茶
道
同
好
会
（
顧
問
内

藤
純
子
短
大
学
長
）
に
全
面
的

な
協
力
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

晩
餐
会
で
の
衛
生
学
部
松
田
真

谷
子
助
教
授
に
よ
る
「
日
本
の

四
季
の
歌
」
も
大
喝
采
を
受
け

ま
し
た
。

普
通
、
国
際
会
議
と
い
う
と

会
議
運
営
の
プ
ロ
の
業
者
に
運

営
を
依
頼
す
る
も
の
で
す
が
、

私
達
の
会
議
で
は
会
議
中
の
運

営
は
学
園
の
教
職
員
、
卒
論
生

で
実
施
し
よ
う
と
準
備
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
経
費
の
節
約

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
園
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
国
内
外
に
知

ら
し
め
る
絶
好
の
機
会
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
期
待
し
た
と
お

り
、
会
期
中
六
○
名
を
超
え
る

教
職
員
と
卒
論
生
に
よ
り
見
事

な
運
営
が
な
さ
れ
、
国
内
外
の

多
数
の
参
加
者
か
ら
称
賛
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
の

「
ア
セ
ン
ブ
リ
精
神
」
を
発
揮

し
て
く
れ
た
諸
氏
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
学
園
関
係
者
に
よ

る
対
外
的
な
学
術
活
動
が
一
層

活
性
化
さ
れ
る
一
助
に
な
っ
た

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
藤
田
学

園
国
際
交
流
協
議
会
、
衛
生
学

部
同
窓
会
、
衛
生
学
部
父
母
の

会
、
お
よ
び
新
生
物
研
究
同
門

会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

内
外
の
参
加
者
か
ら
称
賛
の
言
葉

―
国
際
色
素
細
胞
会
議
を
終
え
て
―

伊
藤
祥
輔学会運営の中心となった同窓生と卒論生

―フェアウェル・パーティーにて―

トヘルペスウイルスの研究

吉川哲史
名古屋大学医学部附属病態制御研究施設ウイルス感染研究部門助教授

（医学部九回生）

々の利用者に合う工夫に専念中!!
久保英也

在、脳卒中患者の生活能力を研究中
長谷川昌士

そ
の
多
大
な
情
報
を
基
に
、

私
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
専

門
分
野
は
、
脳
卒
中
患
者
の
生

活
能
力
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
脳
卒
中
は
、
様
々
な

症
状
を
呈
し
、
運
動
機
能
も
著

し
く
障
害
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
身
体
能
力
に
関
し
て

は
改
善
し
や
す
い
こ
と
が
言
わ

れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

有
効
性
を
大
い
に
追
求
す
べ
き

分
野
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
私
の
研
究
業
績
と

し
て
は
、
一
九
九
七
年
に
報
告

し
た
自
宅
復
帰
患
者
の
生
活
能

力
の
調
査
。
一
九
九
八
年
に
報

告
し
た
身
体
能
力
の
プ
ラ
ト
ー

時
期
の
調
査
、
一
九
九
九
年
に

報
告
し
た
生
活
能
力
の
改
善
パ

タ
ー
ン
の
調
査
お
よ
び
脳
卒
中

患
者
の
帰
結
予
測
な
ど
で
あ

り
、
予
後
や
改
善
度
が
明
確
と

な
る
よ
う
分
析
し
た
報
告
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
そ
の
報
告
は
、
日
本

作
業
療
法
学
会
を
中
心
に
三
重

県
で
の
地
方
学
会
、
失
語
症
学

会
、
藤
田
医
学
会
な
ど
に
報
告

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
七
栗
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
、
日
頃
の
臨
床
に
役
立
て
る

研
究
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
、
私
自

身
は
微
力
で
あ
り
ま
す
が
科
学

性
を
求
め
る
一
人
と
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

はぁとステーション　ケアマネージャー
（看護専門学校十九回生）

七栗サナトリウムリハビリテーション科
（リハビリテーション専門学校一回生）

衛
生
学
部
教
授

（
医
学
部
六
回
生
）

平
成
十
二
年
六
月
一
日
、
東

京
で
開
催
さ
れ
た
第
四
一
回
日

本
臨
床
細
胞
学
会
総
会
の
席
上

に
お
い
て
平
成
十
二
年
度
日
本

臨
床
細
胞
学
会
技
師
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
こ
の
受
賞

に
恥
じ
ぬ
様
頑
張
る
所
存
で

す
。
と
同
時
に
気
を
引
き
締
め

て
行
か
な
け
れ
ば
と
肝
に
銘
じ

て
い
ま
す
。
本
技
師
賞
を
受
賞

で
き
た
の
は
、
良
き
指
導
者
、

良
き
先
輩
、
良
き
後
輩
、
ま
た

良
き
環
境
に
恵
ま
れ
た
結
果
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
賞
は
昭
和

五
四
年
に
制
定
さ
れ
、
全
国
で

毎
年
二
〜
三
名
の
方
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。
東
海
三
県
で
は
愛

知
七
人
、
岐
阜
一
人
、
三
重
一

人
で
こ
れ
ま
で
に
九
人
の
技
師

賞
受
賞
者
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
藤
田
学
園
の
卒
業

生
で
は
北
川
　
博
氏
（
専
学
七

回
生
・
昭
和
六
三
年
度
）、
夏

目
園
子
氏
（
専
学
二
回
生
・
平

成
四
年
度
）
、
各
務
新
二
氏

（
衛
生
学
部
三
回
生
・
平
成
十

一
年
度
）、
私
（
衛
生
学
部
九

回
生
・
平
成
十
二
年
度
）
で
四

人
目
で
す
。
今
後
、
藤
田
学
園

関
係
者
か
ら
一
人
で
も
多
く
の

技
師
賞
受
賞
者
が
誕
生
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
度
、
技
師
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
が
、
細
胞
検
査
士
や
学

位
（
医
学
）
の
取
得
や
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
は
終
わ
り
で
な
く

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
私
は
自
覚

し
て
い
ま
す
。
即
ち
、
各
種
の

資
格
や
学
位
を
取
得
し
た
後
の

姿
勢
が
私
は
最
も
大
切
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
は
学
生
時
代
を

振
り
返
る
時
、
二
つ
の
ク
ラ
ブ

（
連
帯
太
鼓
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

に
所
属
し
、
学
友
会
、
学
園
行

事
（
体
育
祭
、
水
泳
大
会
、
学

園
祭
、
音
楽
祭
）
に
は
積
極
的

に
参
加
し
、
昨
日
の
様
に
思
い

出
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
学

部
、
学
校
の
各
先
生
や
先
輩
か

ら
教
育
を
受
け
た
事
が
、「
ア

セ
ン
ブ
リ
ー
精
神
」
に
結
び
付

き
、
や
が
て
は
卒
業
時
に
医
療

人
と
し
て
の
心
構
え
と
藤
田
学

園
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
獨
創

一
理
」
の
精
神
を
自
然
と
伝
授

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
賞
が
藤
田
学
園
の
卒
業
生
を

は
じ
め
、
教
職
員
、
更
に
は
現

役
の
学
生
の
励
み
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

今
後
も
教
育
心
と
研
究
心
を

忘
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
藤
田
学

園
が
益
々
発
展
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平
成
１２
年
度

日
本
臨
床
細
胞
学
会

技
師
賞
受
賞
に
あ
た
り

金
子
千
之

衛
生
学
部
講
師

（
衛
生
学
部
衛
生
技
術
学
科
九
回
生
）

学 術 研 究 紹 介
H

ヒ

個

国

現

本

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

獨

創

一

理

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う



藤
田
保
健
衛
生
大
学
総
合
医

科
学
研
究
所
（
総
医
研
、

Institute
for

Com
prehensive

M
edical

Science,
ICM

S

）
は
、

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）

医
学
部
増
設
の
際
に
、
故
・
藤

田
啓
介
総
長
の
「
優
れ
た
研
究

者
の
育
つ
と
こ
ろ
に
優
れ
た
教

育
が
あ
る
」
と
の
新
し
い
理
念

に
基
づ
い
て
、
時
代
と
社
会
の

先
端
を
ゆ
く
学
際
的
な
研
究
部

門
か
ら
な
る
付
置
研
究
所
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四

七
年
（
一
九
七
二
年
）
〜
昭
和

五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
の
十

二
年
間
に
、
医
学
部
一
号
館
に
、

七
研
究
部
門
が
設
置
さ
れ
、
藤

田
総
長
は
、
初
代
研
究
所
長
、

教
授
と
し
て
直
接
に
研
究
を
推

進
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
年
）
に
分
子
生
物

学
の
医
学
に
及
ぼ
す
強
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
予
見
し
た
藤
田
総
長

は
、
総
医
研
に
医
学
部
３
号
館

を
増
設
し
て
、
分
子
生
物
学
の

四
部
門
を
新
設
し
て
、
昭
和
六

二
年
（
一
九
八
七
年
）
に
大
学

院
医
学
研
究
科
に
分
子
医
学
系

専
攻
を
新
設
し
ま
し
た
。
昭
和

六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
〜
平

成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
に
、

分
子
遺
伝
学
I
（
高
木
康
敬
教

授
、
二
代
所
長
）、
分
子
遺
伝

学
II
神
経
化
学
（
永
津
俊
治
教

授
）、
応
用
細
胞
学
（
丸
野
内

棣
教
授
）、
免
疫
学
（
黒
澤
良

和
教
授
）、
病
態
細
胞
学
（
社

本
幹
博
教
授
）、
人
工
染
色
体

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
岡
崎
恒
子
教

授
）
の
分
子
医
学
の
研
究
部
門

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）

〜
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

に
総
医
研
は
新
し
い
発
展
を
め

ざ
し
て
改
組
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
十
二
年
（
二
○
○
○
年
）
四

月
現
在
、
分
子
医
学
系
の
分
子

遺
伝
学
（
神
経
化
学
）、
医
高

分
子
学
、
応
用
細
胞
学
、
免
疫

学
、
病
態
細
胞
学
の
五
基
幹
研

究
部
門
、
お
よ
び
難
病
治
療
共

同
研
究
部
門
、
人
工
染
色
体
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
部
門
（
科
学

技
術
振
興
事
業
団CREST

の
支

援
を
う
け
て
い
る
）
の
七
部
門

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
総

医
研
は
、
大
学
院
医
学
研
究
科

分
子
医
学
系
専
攻
の
大
学
院
講

座
と
し
て
、
ま
た
神
経
難
病
と

臓
器
移
植
の
分
子
医
学
の
研
究

を
行
う
文
部
省
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

全
学
の
研
究
の
推
進
の
中
核
と

な
り
、
学
内
、
国
内
外
の
研
究

者
と
共
同
し
て
遺
伝
子
の
研
究

を
中
心
と
す
る
分
子
医
学
の
最

先
端
の
研
究
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
二
年
（
二
○
○
○

年
）
四
月
か
ら
、
一
瀬
宏
教
授

（
分
子
遺
伝
学
研
究
部
門
）、
橋

本
敬
一
郎
教
授
（
医
高
分
子
学

研
究
部
門
）
、
澤
田
誠
教
授

（
難
病
治
療
共
同
研
究
部
門
）

の
三
人
の
若
手
教
授
が
就
任
し

ま
し
た
。
三
重
県
七
栗
校
地
に

は
、
藤
田
啓
介
総
長
が
総
医
研

で
自
ら
研
究
を
推
進
さ
れ
た
健

康
食
品
ア
ロ
エ
の
研
究
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
藤
田

記
念
生
薬
研
究
所
が
葛
谷
博
磁

教
授
を
研
究
所
長
と
し
て
新
た

に
出
発
し
ま
し
た
。

分
子
医
学
は
遺
伝
子
診
断
、

遺
伝
子
治
療
、
臓
器
細
胞
移
植

の
再
生
医
学
、
な
ど
の
先
進
医

療
に
劇
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
て
お
り
二
一
世
紀
の
医
療
と

よ
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
総
医
研

と
そ
の
担
当
す
る
大
学
院
医
学

研
究
科
分
子
医
学
系
専
攻
は
全

国
私
立
医
科
大
学
で
最
初
の
誇

る
べ
き
存
在
で
あ
り
ま
す
。
現

在
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
私
立

医
科
大
学
で
分
子
医
学
の
研
究

所
を
増
設
す
る
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す
が
本
学
は
先
駆
的
で
あ

り
ま
す
。
総
医
研
か
ら
サ
イ
エ

ン
ス
、
ネ
ー
チ
ャ
ー
、
セ
ル
、

ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
イ
ム
ニ
テ
ィ
な

ど
一
流
の
国
際
誌
に
多
く
の
研

究
業
績
が
で
て
い
ま
す
。
平
成

十
二
年
（
二
○
○
○
年
）
一
月

に
は
岡
崎
恒
子
教
授
が
国
連
ユ

ネ
ス
コ
と
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
レ
ア

ル
社
が
共
同
で
女
性
科
学
者
の

た
め
に
創
設
し
た
「
ロ
レ
ア

ル
・
ヘ
レ
ナ
・
ル
ビ
ン
ス
タ
イ

ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

医
療
に
従
事
す
る
人
は
、
患

者
さ
ん
に
対
す
る
慈
愛
に
満
ち

た
倫
理
性
の
高
い
人
格
と
、
科

学
と
し
て
の
医
学
の
最
新
の
知

識
・
技
術
と
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
す
べ
て
の
医
療
人
は
秒
進

分
歩
と
い
わ
れ
る
科
学
と
し
て

の
医
学
の
進
歩
を
生
涯
に
わ
た

り
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
医
療
人
は
、
医
療
の
現
場

で
患
者
さ
ん
の
症
状
に
つ
い
て

科
学
的
理
由
を
考
え
る
研
究
心

を
も
っ
た
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
デ

ッ
ド(research-minded)

な
人
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
の

性
格
と
能
力
は
遺
伝
子
で
か
な

り
の
部
分
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
両
親
よ
り
う
け
た
人
格

と
能
力
の
遺
伝
資
質
を
最
大
限

に
高
め
て
発
揮
す
る
に
は
一
生

に
わ
た
る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必

要
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
藤
田

学
園
の
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
も
っ
て
、
世
界
の
第
一

流
を
め
ざ
し
て
、
生
涯
に
わ
た

り
人
格
と
能
力
の
資
質
に
磨
き

を
か
け
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。
総
医
研
が
全

学
の
研
究
の
中
核
と
し
て
、
リ

サ
ー
チ
マ
イ
ン
デ
ッ
ド
な
人
材

を
教
育
す
る
源
泉
と
な
る
こ
と

を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

全
学
の
研
究
の
中
核
と
し
て

２１
世
紀
の
先
端
医
学
の
研
究
を
め
ざ
す

総
合
医
科
学
研
究
所
（
総
医
研
）

永
津
俊
治

藤
田
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教
授

総
合
医
科
学
研
究
所
長

本
年
三
月
三
一
日
付
で
、
十

五
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
藤
田

学
園
を
退
職
し
ま
し
た
が
、
本

学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ

れ
、
文
部
省
科
研
費
が
継
続
し

て
い
る
の
で
、
も
う
一
年
間
総

合
医
科
学
研
究
所
で
研
究
を
ま

と
め
る
ご
許
可
を
頂
い
て
心
よ

り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

人
生
に
は
転
機
と
い
う
も
の

が
有
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
、

十
六
年
前
に
当
時
米
国
の
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
医
学
部
生
化
学
教

室
で
研
究
に
専
念
し
て
い
た
私

が
一
時
帰
国
し
た
時
、
高
木
康

敬
先
生
が
訪
ね
て
来
ら
れ
、
本

学
に
新
設
予
定
の
分
子
医
学
系

大
学
院
の
教
授
と
し
て
赴
任
し

な
い
か
と
の
、
当
時
理
事
長
兼

学
長
で
あ
っ
た
藤
田
啓
介
先
生

の
お
誘
い
の
お
言
葉
が
伝
え
ら

れ
た
。
お
引
き
受
け
す
れ
ば
総

合
医
科
学
研
究
所
に
医
高
分
子

学
研
究
部
門
を
新
設
し
、
そ
の

教
授
と
し
て
満
七
○
歳
ま
で
研

究
に
専
念
さ
せ
て
下
さ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。NIH

（
米
国
国

立
衛
生
研
究
所
）
か
ら
研
究
費

を
取
得
し
、
順
調
に
研
究
を
続

け
て
い
た
最
中
で
、
ア
メ
リ
カ

人
の
同
僚
に
相
談
し
て
も
、
お

前
な
ら
当
分
ア
メ
リ
カ
で
や
っ

て
行
か
れ
る
可
能
性
が
高
い
か

ら
、
わ
ざ
わ
ざ
苦
労
の
多
い
日

本
に
帰
国
す
る
必
要
は
無
か
ろ

う
と
の
意
見
が
多
く
迷
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
当
分
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
の
兼
務
を
続
け
さ
せ

て
頂
く
な
ど
の
条
件
で
お
引
き

受
け
し
ま
し
た
。

結
果
に
関
し
て
は
、“
過
去

は
変
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
”

の
で
く
よ
く
よ
考
え
な
い
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
十
五
年
間

の
本
学
で
の
研
究
生
活
を
振
り

返
る
と
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
楽
し
い
こ
と
の
方

が
多
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
較
べ

や
た
ら
と
忙
し
か
っ
た
こ
と
は

確
か
で
す
。
先
ず
、
帰
国
後
直

ち
に
理
化
学
研
究
所
に
新
設
の

国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
シ
ス

テ
ム
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
兼

任
で
五
年
間
引
き
受
け
る
は
め

に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
米
国

と
の
兼
任
は
、NIH

グ
ラ
ン
ト

終
了
と
と
も
に
諦
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
の

人
数
が
米
国
の
頃
よ
り
遥
か
に

多
く
な
り
、
若
い
人
達
と
幅
広

く
研
究
で
き
た
の
は
大
変
楽
し

か
っ
た
が
、
人
事
管
理
な
ど
の

面
で
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
、

藤
田
先
生
に
苦
情
を
訴
え
る
と

“部
門
管
理
の
全
責
任
は
教
授

に
あ
る
”
と
叱
咤
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
蛋
白

質
の
研
究
に
必
要
な
装
置
は
直

ち
に
購
入
し
て
頂
き
、
そ
の
後

も
高
価
で
手
が
出
な
い
と
思
っ

て
い
た
高
性
能
生
体
高
分
子
質

量
分
析
装
置
（
輸
入
１
号
機
）

を
始
め
い
ろ
い
ろ
最
新
の
装
置

を
購
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。
学

園
か
ら
の
研
究
費
に
加
え
、
文

部
省
か
ら
の
科
研
費
も
十
五
年

間
途
切
れ
る
こ
と
無
く
採
用
に

な
り
、
研
究
費
で
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
陰

で
、
こ
れ
迄
発
表
し
た
約
三
五

○
報
の
原
著
論
文
中
、
本
学
で

の
研
究
成
果
を
中
心
に
約
二
○

○
報
の
論
文
を
発
表
出
来
、
そ

れ
を
基
に
第
７
回
読
売
東
海
医

学
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
十
五
年
は
私
の
実
感

と
し
て
は
案
外
短
く
、
あ
っ
と

言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今

回
、
お
世
話
に
な
っ
た
藤

田
学
園
に
“
老
害
”
を
も
た
ら

す
前
に
退
職
出
来
た
の
は
自
分

に
と
っ
て
も
幸
運
で
、
藤
田
学

園
で
楽
し
く
研
究
さ
せ
て
頂
い

た
藤
田
先
生
始
め
諸
先
生
の
ご

恩
に
報
い
る
道
で
も
あ
る
と
考

え
、
藤
田
学
園
の
益
々
の
発
展

を
祈
っ
て
老
兵
は
消
え
去
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。

楽しかった藤田学園での
15年間の研究生活

千
谷
晃
一

私
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
に

就
職
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
、
二

○
○
○
（
平
成
十
二
）
年
三
月

で
定
年
退
職
ま
で
満
二
六
年
に

な
り
ま
す
。
一
つ
の
区
切
り
と

し
て
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
な
く
て

は
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
折
、

「
あ
け
ぼ
の
杉
」
原
稿
依
頼

「
恩
師
か
ら
の
お
便
り
紹
介
」

が
ま
い
り
ま
し
た
。
私
が
皆
様

の
恩
師
た
り
う
る
か
は
皆
様
が

ご
判
断
下
さ
い
。
私
の
恩
師
に

つ
い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

名
古
屋
大
学
医
学
部大

学
院
時
代

戸
苅
近
太
郎
教
授
（
故
人
）

と
原
淳
教
授
（
故
人
）
に
親
し

く
御
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

３
回
の
米
国
留
学
時
代

１
回
目：

米
国
国
立
衛
生
研
究
所

(NationalInstitutesofHealth,
NIH)1962̃1964
SectionHead,Dr.GeorgeG.
Glenner

と
と
も
に
ヒ
ト
血
清
中

Angiotensinase(Amino-
peptidase

A
)

を
発
見

(N
agatsu

et.al.,Biochem.
Pharmacol.,14,721-728,1965,
ibid,14,853-861,1995)

２
回
目：

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

(UniversityofSouthern
California,USC)1967̃1968
ProfessorDr.JohnW

.M
ehl

の
も

と
でAm

inopeptidaseA

の
精

製
、
ア
ミ
ノ
酸
分
析

(Nagatsuetal.,Biochem.
Pharmacol.,18,2453-2467,1969)

３
回
目：

ロ
シ
ュ
分
子
生
物
学
研
究
所

(RocheInstituteofM
olecular

Biology,RIM
B)1972̃1973

Director,Dr.SidneyUdenfriend

の
も
と
で
、
免
疫
蛍
光
法
間
接

法
の
確
立(N

agatsu
et.al.,

J.Histochem.Cytochem.,22,1010
-1018,1974)

藤
田
保
健
衛
生
大
学医

学
部
時
代

一
九
七
四
年
私
が
藤
田
保
健

衛
生
大
学
の
分
子
生
物
学
教
授

と
し
て
就
任
し
た
時
、
藤
田
啓

介
総
長
は
私
がRoche

Institute
ofM

olecularBiology(Director
Dr.SidneyUdenfriend)

の
研
究

室
で
使
っ
て
い
た
の
と
同
じ

Leitz

蛍
光
顕
微
鏡
を
購
入
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
用
い

た
免
疫
蛍
光
写
真
は
沢
山
の

Journal

に
載
り
、
今
で
も
そ
の

美
し
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
一

九
九
二
〜
一
九
九
四
年
に
か
け

て
N
H
K
が
企
画
し
た
「
脳
と

心
」
５
巻
“
秘
め
ら
れ
た
復
元

力
―
―
発
達
と
再
生
―
―
”
に

Zeiss

共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡

の
図
が
載
り
ま
し
た
。
そ
し
て

一
九
九
四
年
度
の
私
学
助
成
費

の
一
部
で
一
九
九
五
年
三
月
に

Zeiss

共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡

が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
写
真
は

そ
の
後
の
研
究
の
方
向
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

藤
田
啓
介
総
長
が
一
九
九
五

年
六
月
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。
一
九
九
四
年

五
月
の
渡
辺
裕
学
長
の
壮
絶
た

る
覚
悟
の
御
逝
去
と
重
な
っ

て
、
一
つ
の
時
代
の
過
ぎ
去
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

「
人
の
一
生
は
、
人
と
人
と

の
出
会
い
で
決
ま
る
」
と
思
わ

れ
ま
す
。
私
の
先
生
方
は
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
傑
出
し
た
お
仕

事
を
さ
れ
て
お
り
、
私
を
個
々

の
歯
車
と
し
て
扱
う
の
で
は
な

く
一
人
の
人
間
と
し
て
指
導
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

私
は
父
母
が
教
育
者
で
し
た

の
で
知
ら
ぬ
間
に
自
分
も
良
き

教
育
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
外
国

で
も
人
間
に
対
す
る
考
え
方
に

は
共
通
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
教
室
の
方
々
の

長
い
協
力
と
、
教
室
外
の
沢
山

の
共
同
研
究
者
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
皆
が
歯
車
の
一
つ
ず

つ
で
は
な
く
て
、
一
人
で
全
部

や
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
き
ま

し
た
。「
個
の
独
立
」
と
と
も

に
一
人
で
は
や
れ
な
い
他
と
の

「
共
同
、
協
調
」
の
精
神
を
養

う
こ
と
も
。

私
は
又
い
つ
も
新
入
生
に
話

し
て
い
ま
す
。
職
業
を
責
任
を

持
っ
て
行
い
社
会
に
還
元
す
る

こ
と
を
。

藤田保健衛生大学名誉教授

私の恩師

洛
陽
城
東
桃
李
花
　
洛
陽
城

東
李
の
花

飛
来
飛
去
落
誰
家
　
飛
び
来

た
り
飛
び
去
っ
て
誰
が
家
に
か

落
つ（

中
略
）

年
年
歳
歳
花
相
似
　
年
年
歳

歳
花
相
似
た
り

歳
歳
年
年
人
不
同
　
歳
歳
年

年
人
同
じ
か
ら
ず

私
が
中
学
二
年
生
の
時
、
漢

文
の
先
生
が
こ
の
漢
詩
を
中
国

語
で
読
ん
で
く
れ
た
の
が
、
奇

妙
に
頭
に
残
っ
て
い
る
。
右
に

挙
げ
た
詩
句
は
、
「
唐
詩
選
」

に
収
め
ら
れ
た
劉
希
夷
（
あ
ざ

な
　
廷
芝
）
の
作
、「
代
悲
白

頭
翁
」
の
二
六
句
中
の
四
句

（
一
、
二
、
十
一
、
十
二
句
目
）

で
あ
る
。「
洛
陽
の
都
の
東
に

咲
き
乱
れ
る
桃
や
す
も
も
の

花
。
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
交
う
花

は
、
誰
の
家
へ
落
ち
て
ゆ
く
の

だ
ろ
う
か
。（
中
略
）
毎
年
毎

年
、
花
は
同
じ
よ
う
に
開
く
。

し
か
し
そ
の
花
を
見
る
人
は
年

ご
と
に
違
う
」
と
、
人
間
の
一

生
が
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
去
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
嘆
き
う
た
っ

た
も
の
で
あ
る
。

毎
春
、
桜
の
花
の
咲
く
こ
ろ

に
な
る
と
、
思
わ
ず
こ
の
詩
句

を
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
の
だ
が
、
本
年
三
月
藤
田

学
園
を
退
職
し
た
私
に
と
っ

て
、
今
年
の
桜
は
と
り
わ
け
感

慨
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
が

藤
田
保
健
衛
生
大
学
に
勤
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
六

年
の
こ
と
だ
か
ら
、
本
年
三
月

の
退
職
ま
で
、
十
九
年
の
歳
月

が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。
衛
生

学
部
で
八
年
、
医
学
部
で
十
一

年
間
勤
務
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
わ
な

い
ま
で
も
、
も
う
そ
ん
な
に
経

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
感

慨
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
の
間
に

大
学
は
大
き
く
な
り
、
建
物
は

立
派
に
な
っ
た
。
し
か
し
私
に

と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い

思
い
出
は
、
藤
田
学
園
に
在
学

し
た
若
い
学
生
諸
君
と
、
共
に

喜
び
共
に
悲
し
ん
だ
日
々
で
あ

る
。
良
い
学
生
に
恵
ま
れ
し
あ

わ
せ
だ
っ
た
。
教
師
と
し
て
の

し
あ
わ
せ
を
し
み
じ
み
味
わ
っ

た
日
々
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
屋
の
「
新

刊
・
話
題
の
本
」
の
コ
ー
ナ
ー

を
の
ぞ
く
と
、
大
学
改
革
に
関

す
る
本
が
驚
く
ほ
ど
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
る
。「
授
業
を
変
え

れ
ば
大
学
が
変
わ
る
」「
学
ば

ず
教
え
ず
の
大
学
は
も
う
い
ら

な
い
」「
分
数
が
で
き
な
い
大

学
生
」
な
ど
な
ど
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
大
学
教
育
に
対
す

る
反
省
、
批
判
、
悲
鳴
の
洪
水

で
あ
る
。
本
年
三
月
ま
で
大
学

に
籍
を
置
い
た
者
に
と
っ
て

も
、
無
関
心
で
は
あ
り
え
な
い
。

大
学
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
。

ま
も
な
く
大
学
進
学
率
は
五

○
％
を
越
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
後
そ
の
比
率
は
さ
ら
に

上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
少
数

の
エ
リ
ー
ト
養
成
を
求
め
ら
れ

た
時
代
と
は
異
な
り
、
入
学
者

も
、
入
学
者
の
入
学
意
図
も
、

ま
す
ま
す
多
様
と
な
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る

現
在
、
大
学
も
変
化
せ
ざ
る
を

得
な
い
だ
ろ
う
。
大
学
は
、
社

会
の
要
請
や
入
学
者
の
実
態
に

応
じ
た
教
育
改
革
を
迫
ら
れ
て

い
る
。

今
後
の
大
学
の
進
む
道
に

は
、
様
々
な
困
難
が
横
た
わ
る

に
違
い
な
い
。
大
学
関
係
者
の

方
々
が
、
未
来
へ
の
洞
察
力
を

持
ち
、
英
知
と
信
念
を
持
っ
て

対
応
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
共

に
、
同
窓
会
の
方
々
の
母
校
へ

の
ご
支
援
を
、
心
か
ら
切
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

（
参
考
書
目
　
中
国
詩
人
選
集

別
巻
　
唐
詩
概
説
﹇
岩
波
書

店
﹈）

未来への洞察力を持ち、
英知と信念を持った対応を願う

木野 茂

永津 郁子

藤
田
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教
授

恩師からのお便り

〔4〕２０００年（平成１２年）１０月１０日（火曜日）あ け ぼ の 杉

本
年
度
の
ア
セ
ン
ブ
リ
講
演

会
は
二
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。
第
一
回
は
講
師
に
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
猪
瀬
直

樹
氏
を
迎
え
て
七
月
十
日
（
月
）

の
午
後
二
時
五
○
分
か
ら
フ
ジ

タ
ホ
ー
ル
二
○
○
○
で
開
催
さ

れ
た
。
講
演
題
名
は
「
二
一
世

紀
の
日
本
を
読
む
」
で
あ
る
。

猪
瀬
氏
は
一
九
四
六
年
に
長

野
市
で
生
ま
れ
、『
ミ
カ
ド
の

肖
像
』（
一
九
八
七
年
）
で
第

一
八
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し
、
現
在
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
・
言
論
表

現
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
現

代
社
会
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に

対
す
る
鋭
い
切
り
口
で
定
評
を

博
さ
れ
て
い
る
。

講
演
題
名
は
ま
こ
と
に
時
宣

に
適
し
て
お
り
、
大
変
興
味
深

い
話
が
拝
聴
で
き
た
。

第
二
回
は
年
末
の
十
二
月
四

日
（
月
）
に
、
同
じ
く
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
柳
田
邦
男

氏
を
講
師
に
迎
え
、
午
後
二
時

五
○
分
か
ら
フ
ジ
タ
ホ
ー
ル
二

○
○
○
で
開
催
す
る
予
定
で
い

る
。
講
演
題
名
は
「
い
の
ち
の

質
と
医
療
」
で
あ
り
現
代
医
療

を
め
ぐ
る
重
要
な
諸
問
題
の
一

端
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。柳

田
氏
は
一
九
三
六
年
に
栃

木
県
鹿
沼
市
で
生
ま
れ
、
N
H

K
記
者
を
経
て
作
家
活
動
に
入

ら
れ
た
。
代
表
的
著
作
に
は
、

『
マ
ッ
ハ
の
恐
怖
』（
一
九
七
一

年
、
第
三
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
受
賞
）、『
ガ
ン

回
廊
の
朝
』（
一
九
七
九
年
、

第
一
回
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
受
賞
）、『
犠
牲
（
サ
ク

リ
フ
ァ
イ
ス
）』（
一
九
九
五
年
、

第
四
三
回
菊
池
寛
賞
受
賞
）
な

ど
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
現
代

人
の
「
生
と
死
」
を
め
ぐ
る
諸

問
題
に
関
す
る
、
多
数
の
著
作

を
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
自
宣
に
適
し
た

テ
ー
マ
に
関
す
る
内
容
の
濃
い

講
演
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
鋭

意
努
力
し
て
行
き
た
く
思
う
。

ア
セ
ン
ブ
リ
委
員
長
滝
田
毅

去
る
三
月
三
一
日
無
事
に
定

年
退
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

在
職
は
四
年
九
ヶ
月
と
比
較
的

短
期
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

六
六
歳
ま
で
研
究
生
活
を
延
長

さ
せ
て
頂
き
、
研
究
を
半
歩
前

進
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
四
年
九
ヶ
月
間
に
、
先

に
私
共
が
開
発
致
し
ま
し
た
胸

腺
腫
お
よ
び
腎
糸
球
体
硬
化
症

を
一
○
○
％
に
自
然
発
生
さ
せ

るBUF/M
na

系
ラ
ッ
ト
を
用

い
、
ラ
ッ
ト
胸
腺
腫
感
受
性
遺

伝
子
が
第
７
染
色
体D7Rat21

遺
伝
子
座
の
近
傍
に
（J.Natl.Cancer

Inst.,91,279,1999)

そ
し
て
ラ
ッ

ト
腎
糸
球
体
硬
化
症
感
受
性
遺

伝
子
が
第
１３
染
色
体
のD13N1

遺
伝
子
の
近
傍
に
（M

amm.
Genome,9,886,1998

）
局
在
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
致
し

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
遺
伝

子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
は
未
だ
達

成
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ら
の
遺
伝
子
を
上
記
疾
患
嫌

発
系
のW

KY
お
よ
びACI

系
ラ

ッ
ト
に
移
入
し
て
コ
ン
ジ
ェ
ニ

ッ
ク
ラ
ッ
ト
を
合
計
四
系
統
樹

立
致
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
医
学
部
研
究

員
と
し
て
の
認
知
を
頂
き
、
名

古
屋
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
受
託
研
究
費
も
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
の
で
、
午
前
中

と
夜
間
に
、
若
い
方
々
の
お
邪

魔
を
し
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、

上
記
致
し
ま
し
た
コ
ン
ジ
ェ
ニ

ッ
ク
ラ
ッ
ト
を
用
い
、
胸
腺
腫

お
よ
び
腎
糸
球
体
硬
化
症
の
発

症
機
序
の
解
明
を
め
ざ
し
て
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
午
後

は
、
生
ま
れ
故
郷
の
碧
南
市
民

病
院
の
非
常
勤
病
理
医
と
し

て
、
凍
結
切
片
の
術
中
迅
速
病

理
診
断
と
病
理
解
剖
に
従
事
し

て
、
地
域
医
療
に
い
さ
さ
か
の

貢
献
を
し
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

藤
田
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教
授

本
学
の
研
究
と

地
域
医
療
に
専
念

松
山
睦
司

藤田保健衛生大学客員教授
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衛
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医
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会  

長 

副
会
長 

理
　
事 

評
議
員 

監
　
事 

後
日
の
役
員
会
で
次
の
通
り
常
任
委
員
を
決
定
し
た
。
（
◎
責
任
者
　
○
副
責
任
者)

総
　
務 

事
　
業 

機
関
誌 

名
　
簿 

学
　
術 

　
近
松
　
　
均 

　
黒
田
　
　
誠 

　
庄
田
　
　
基 

　
溝
口
　
良
順 

　
吉
田
　
　
勉 

　
藤
田
　
　
興 

   

　
庄
田
　
　
基 

　
松
井
　
俊
和 

　
吉
田
　
　
勉 

　
今
井
　
英
夫 

◎
溝
口
　
良
順 

　
藤
田
　
　
興 

　
井
上
　
茂
樹 

　
丸
田
　
一
皓 

　
井
上
　
　
孝 

　
南
　
　
一
幸 

　
鈴
木
　
茂
孝 

　
山
田
　
敬
喜 

　
柴
山
　
健
三 

◎
丸
田
　
一
皓 

　
井
上
　
　
孝 

　
水
野
　
正
延 

　
伊
藤
　
康
宏 

　
柴
山
　
健
三 

◎
高
崎
　
昭
彦 

　
鈴
木
　
康
司 

　
丸
田
　
一
皓 

　
鈴
木
　
茂
孝 

○
山
田
　
敬
喜 

　
南
　
　
一
幸 

 

坂
田
　
　
実 

横
井
　
　
昭 

長
谷
川
勝
俊 

今
井
洋
一
郎 

須
藤
　
健
助 

柳
田
　
隆
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い
の
ち
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と
医
療
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田
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ア
セ
ン
ブ
リ
講
演
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学園（同窓生）割引を
ご利用ください。

〒514-1252
三重県久居市稲葉町3191
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TEL＜059＞252-2241（予約専用）
FAX＜059＞252-1439
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藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
で

平
成
十
二
年
六
月
七
日
に
臓
器

移
植
法
に
基
づ
い
た
脳
死
判
定

が
な
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
医

学
的
理
由
か
ら
移
植
は
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
移
植
関
連
学

会
合
同
委
員
会
小
腸
移
植
適
応

評
価
委
員
会
の
委
員
の
一
人
と

し
て
脳
死
移
植
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
日
本
に
お
け
る
脳
死
判

定
の
困
難
さ
を
感
ず
る
と
共

に
、
人
の
死
を
確
認
す
る
立
場

の
医
師
と
し
て
死
の
判
定
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。紀

元
前
四
○
○
年
頃
に
体
液

病
理
学
を
提
唱
し
世
界
中
に
多

大
の
影
響
を
与
え
たHippocrates

（B.C.460?-377

）
は
患
者
の
不

利
益
に
な
る
こ
と
を
し
な
い
と

い
う
点
で
医
療
倫
理
の
基
本
を

な
す
も
の
と
さ
れ
る
が
、

Hippocrates

の
考
え
方
は
科
学

的
で
は
あ
っ
た
が
、
不
治
の
患

者
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
死

藤田保健衛生大学名誉教授
医療法人山下病院名誉院長
日本消化器病学会理事長

中澤 三郎
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短大 村井　佳幸（環境保健学） 平成11年８月20日
医学部 末次　　勸（内科学） 平成11年９月30日
医学部 木野　　茂（ドイツ語） 平成12年３月31日
医学部 永津　郁子（解剖学） 平成12年３月31日
医学部 松山　睦司（病理学） 平成12年３月31日
医学部 川島　司郎（内科学） 平成12年３月31日
医学部 中澤　三郎（内科学） 平成12年３月31日
医学部 上田　　宏（皮膚科学） 平成12年３月31日
医学部 名出　　男（泌尿器科学） 平成12年３月31日
衛生学部 篠原　靖忠（物理学） 平成12年３月31日
衛生学部 竹内　　昭（核医学概論） 平成12年３月31日
総医研 永津　俊治（分子遺伝学研究部門）平成12年３月31日
総医研 千谷　晃一（医高分子学研究部門）平成12年３月31日
医学部 新井　良八（解剖学） 平成12年６月30日
医学部 関　　恒夫（整形外科学） 平成12年８月５日ご逝去

退職された教授の方々
故
櫻
井
國
隆
（
さ
く
ら
い
　
く

に
た
か
）
先
生
＝
平
成
十
二
年

六
月
六
日
ご
逝
去

名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
・
医
学

部
（
ド
イ
ツ
語
）
・
教
授

昭
和
　
五
年
　
京
都
帝
国
大
学

文
学
部
文
学
科
卒
業

昭
和
　
七
年
　
高
知
高
等
学
校

教
授

昭
和
二
四
年
　
高
知
大
学
教
授

昭
和
四
十
年
　
高
知
大
学
文
理

学
部
長

昭
和
四
六
年
　
高
知
大
学
　
退

職昭
和
四
七
年
　
名
古
屋
保
健
衛

生
大
学
教
授

昭
和
五
六
年
　
退
職
　

名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教

授

訃

報

〔5〕 ２０００年（平成１２年）１０月１０日（火曜日） あ け ぼ の 杉

今
か
ら
三
○
年
以
上
前
の
私

の
若
き
留
学
時
代
の
お
話
を
し

た
い
。
当
時M

ontreal

の

M
cG

ill

大
学
の
臨
床
実
習
病

院
へ
留
学
し
て
い
た
。
日
頃
は

研
究
室
で
実
験
に
明
け
暮
れ
る

毎
日
で
、
ウ
サ
ギ
を
免
疫
し
て

採
血
し
の
繰
り
返
し
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
週
一
回
の
皮
膚

科
の
回
診
、
症
例
検
討
会
に
参

加
さ
せ
て
貰
え
た
こ
と
は
臨
床

家
の
私
に
は
有
り
難
い
経
験
で

あ
っ
た
。
日
頃
研
究
室
の
方
で

は
ド
ク
タ
ー
助
手
、
掃
除
の
お

ば
さ
ん
な
ど
極
く
限
ら
れ
た
人

と
し
か
会
う
こ
と
が
な
い
。
し

か
し
病
棟
へ
行
く
と
患
者
さ

ん
、
レ
ジ
デ
ン
ト
、
看
護
婦
さ

ん
、
沢
山
の
人
と
会
い
、
日
本

人
の
物
珍
し
さ
か
ら
話
か
け
れ

れ
た
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
に
二
五

歳
前
後
、
ブ
ロ
ン
ド
で
は
な
か

っ
た
が
、
す
ば
ら
し
い
美
人
の

看
護
婦
さ
ん
が
い
た
。
ま
だ
若

か
っ
た
私
も
若
き
美
人
と
話
が

で
き
る
の
は
悪
い
気
持
ち
で
な

く
、
時
に
は
用
事
を
作
っ
て
は

彼
女
と
お
話
に
病
棟
へ
出
掛
け

た
。
そ
の
時
彼
女
が
た
ま
た
ま

言
っ
た
言
葉
が
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
彼
女
の
経
歴
を
聞
い

た
の
で
あ
る
が
、
元
はA

ir
Canada

のstew
ardess

だ
っ

た
と
い
う
。
彼
女
は
そ
れ
か
ら

勉
強
し
てnurse

に
な
っ
た
の

だ
と
自
分
で
誇
ら
し
げ
に
私
に

話
し
て
く
れ
た
。
当
時
、
日
本

で
は
外
国
へ
は
自
由
旅
行
で

き
、
一
ド
ル
三
六
○
円
の
時
代

で
あ
りstew

ardess

は
日
本
で

は
女
性
の
あ
こ
が
れ
の
職
業
で

あ
っ
た
。
し
か
し
北
米
で
は

nurse
の
方
が
ラ
ン
ク
が
上
で

あ
こ
が
れ
の
職
業
だ
っ
た
わ
け

で
び
っ
く
り
し
た
。
も
う
一
つ

の
経
験
を
お
話
し
た
い
。
カ
ナ

ダ
と
米
国
は
医
学
で
は
同
一
国

の
よ
う
な
も
の
で
絶
え
ず
、
米

国
の
皮
膚
科
の
学
会
へ
ボ
ス
ト

ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ッ
ク
シ
テ
ィ
、
マ
イ
ア

ミ
と
出
掛
け
た
も
の
で
あ
っ

た
。米

国
の
入
国
手
続
き
は
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
空
港
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
密
入
国
の
絶
え
な
い

米
国
の
入
国
は
特
に
あ
や
し
い

と
思
わ
れ
る
と
本
当
に
徹
底
的

に
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
日

本
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
今
と

違
っ
て
職
業
が
記
入
さ
れ
て
い

た
。
私
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は

physician

と
書
か
れ
て
い
た
。

私
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
取
る

と
米
国
の
入
国
事
務
官
は
に
っ

こ
り
と
し
てhave

a
nice

trip
doctor

と
通
し
て
く
れ
、
遂
に

荷
物
を
見
ら
れ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
。
こ
の
二
つ
の
事
実
は
私

ど
も
医
療
従
事
者
の
社
会
的
地

位
が
北
米
で
は
如
何
に
高
い
か

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
医
療
が
人

に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
大
切
な
も

の
か
と
い
う
価
値
観
が
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
医
療
従
事
者
は

崇
高
な
職
業
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
の

理
由
は
米
国
の
医
療
従
事
者
の

自
己
規
制
が
大
変
に
厳
し
い
こ

と
で
あ
る
。

米
国
の
医
学
が
第
一
次
世
界

大
戦
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
位

置
に
立
っ
た
の
は
経
済
力
の
み

で
な
く
米
国
医
師
会
の
厳
格
な

自
己
規
制
の
保
持
に
あ
っ
た
と

い
う
説
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。
も
し
医
師
で
社
会
的
に
弾

効
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ

ば
、
米
国
医
師
会
か
ら
除
名
さ

れ
、
そ
れ
は
医
師
が
出
来
な
く

な
る
と
聞
い
た
。
そ
れ
ら
の
自

己
努
力
が
現
在
の
北
米
の
医
療

従
事
者
の
社
会
的
地
位
を
保
つ

こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を

我
々
は
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
に
述
べ
たstew

ard

の
意
味

は
執
筆
、
使
用
人
の
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
職
業
は
自
分
の

判
断
で
効
く
の
で
な
く
、
使
用

者
の
考
え
を
間
違
い
な
く
、
履

行
す
る
こ
と
が
仕
事
な
の
で
あ

る
。私

ど
も
医
療
従
事
者
は
少
な

く
と
も
自
己
の
し
か
も
時
流
に

流
さ
れ
な
い
思
考
で
物
を
考
え

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

米国医師会の厳格な自己規制の保持が
現在の医療従事者の社会的地位を保っている

上
田
宏

橋
本
内
閣
以
来
、
改
革
と
い

う
言
葉
が
主
と
し
て
官
僚
機
構

に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
き
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
立

（
何
れ
は
公
立
に
も
波
及
す
る

よ
う
で
あ
る
が
）
大
學
の
独
立

法
人
化
が
本
決
ま
り
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
學
が
、

か
な
り
の
制
約
は
あ
ろ
う
が
、

独
自
の
あ
り
方
を
求
め
る
と
い

う
建
前
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
官
」
の
大

學
が
「
私
」
の
大
學
の
あ
り
方

に
一
歩
近
づ
い
た
と
い
う
解
釈

が
一
面
で
は
成
り
立
つ
で
あ
ろ

う
。
で
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
の

中
に
あ
っ
て
「
私
」
の
大
學
の

取
る
べ
き
姿
勢
は
何
で
あ
ろ
う

か
。大

學
を
作
る
に
当
た
っ
て
の

根
本
思
想
に
「
宗
教
観
」
の
あ

る
場
合
は
比
較
的
明
確
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
學
が
設
立
に
当
た
っ

て
「
建
学
の
理
念
」
を
示
す
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同

時
に
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
、

縛
り
の
多
い
国
立
大
学
の
そ
れ

を
「
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
」
と
し
、

よ
り
良
い
テ
ー
ゼ
と
し
て
の

「
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」
を
示
す
こ

と
が
私
学
に
あ
っ
て
そ
の
存
在

意
義
を
強
く
示
す
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。本

学
に
於
い
て
は
、
現
在
新

し
い
運
営
方
針
の
中
で
も
最
も

重
要
な
部
分
を
占
め
る
「
教
員

の
選
考
」
方
針
が
ほ
ぼ
決
ま
り

つ
つ
あ
る
（
決
ま
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
の
は
少
し
早
計
で
、

実
際
に
運
営
し
つ
つ
、
過
去
に

と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で

幾
度
も
改
訂
す
る
勇
気
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
）。
な

る
べ
く
類
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、

建
学
の
理
念
で
あ
る
「
国
立
大

学
」
に
は
な
い
新
し
い
発
想
か

ら
生
ま
れ
た
独
創
的
プ
リ
ン
シ

プ
ル
と
賞
賛
（
ば
か
り
で
は
な

く
当
然
頭
の
固
い
人
か
ら
の
非

難
も
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ

ろ
う
が
）
を
受
け
る
よ
う
な
も

の
を
是
非
作
り
上
げ
て
貰
い
た

い
と
切
に
想
う
。

こ
の
よ
う
な
プ
リ
ン
シ
プ
ル

造
り
は
、
実
は
卒
業
生
の
中
か

ら
自
然
発
生
的
に
求
め
る
声
が

挙
が
っ
て
当
然
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
よ
う
な
も
の
が
大
き
な
声
と

し
て
な
か
な
か
聞
こ
え
て
こ
な

い
。
各
教
室
に
し
て
も
、
構
成

メ
ン
バ
ー
が
自
由
に
発
想
し
て

次
の
世
代
を
背
負
っ
て
立
つ
人

材
を
多
く
作
る
努
力
を
更
に
積

み
重
ね
て
貰
う
必
要
が
あ
ろ

う
。
卒
業
生
の
中
の
人
材
を
埋

も
れ
さ
せ
な
い
様
に
す
る
こ
と

が
、
本
学
の
発
展
に
（
妙
な
民

族
主
義
は
絶
対
に
作
っ
て
は
な

ら
な
い
が
）
必
須
の
要
件
と
思

わ
れ
る
。

因
み
に
、
最
近
の
情
報
革
命

の
中
心
に
あ
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
の
代
表
的
企
業
で
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
の
開
放
的
な
風
土
を

存
分
に
利
用
し
て
自
由
に
仕
事

を
さ
せ
、
ま
た
企
業
の
発
展
が

そ
の
ま
ま
構
成
員
一
人
一
人
の

利
益
に
反
映
す
る
方
針
を
明
確

に
立
て
た
も
の
は
発
展
し
、

偶
々
、
東
部
の
企
業
の
機
構
を

持
ち
込
ん
だ
も
の
は
、
創
業
者

の
持
つ
業
績
を
全
く
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ず
敗
れ
去
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
事
は
大
學
に
つ
い
て
も

当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
学

生
時
代
に
、
自
由
な
空
気
を
吸

い
な
が
ら
、
そ
の
自
由
さ
と
背

中
合
わ
せ
に
あ
る
自
己
責
任
を

充
分
に
自
覚
す
る
卒
業
生
が
多

く
育
ち
、
学
内
で
は
、
今
後
更

に
強
ま
る
で
あ
ろ
う
情
報
公
開

（
カ
ル
テ
の
自
由
閲
覧
）
要
求

に
耐
え
る
合
理
的
な
医
療
行

為
、
或
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点

で
の
患
者
へ
の
説
明
責
任
と
言

っ
た
今
後
の
「
医
療
冬
の
時
代
」

に
耐
え
る
力
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

行
動
規
範
を
身
に
つ
け
、
ま
た

一
方
医
療
費
削
減
の
波
に
抗
す

る
合
理
的
な
経
営
感
覚
を
持
つ

こ
と
も
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。ま

た
学
外
で
は
、
関
連
病
院

や
他
の
医
療
機
関
に
働
く
一
人

一
人
が
、
自
ら
の
評
価
が
同
時

に
学
校
の
評
価
に
も
つ
な
が
る

こ
と
を
自
覚
し
て
行
動
し
、
結

果
と
し
て
世
間
に
卒
業
生
全
体

の
評
価
を
高
め
る
地
道
な
努
力

が
先
ず
最
も
重
要
で
あ
る
。
特

に
今
後
は
、
医
療
機
関
で
の
一

つ
の
不
注
意
事
故
が
、
一
旦
表

に
出
る
と
病
院
の
存
廃
に
関
わ

る
事
態
に
発
展
し
か
ね
な
い
時

代
に
な
る
と
思
わ
れ
、
表
面
的

な
物
に
惑
わ
さ
れ
な
い
力
を
皆

に
付
け
て
貰
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
改
革
の
時
代
の

私
学
人
は
、
先
ず
問
題
発
掘
が

思
考
の
最
初
に
あ
る
の
が
当
然

で
、
従
っ
て
教
育
の
最
終
目
的

と
し
て
は
、
最
近
強
調
さ
れ
る

「
問
題
解
決
型
思
考
」
を
更
に

一
歩
進
め
、「
問
題
発
掘
型
思

考
」
の
出
来
る
学
生
を
育
て
る

事
が
本
学
の
み
な
ら
ず
私
学
の

基
本
的
な
役
割
と
な
る
。

改
革
時
代
の
私
学
と
し
て
の
本
学

―
問
題
発
掘
型
思
考
を名

出

男

本
学
衛
生
看
護
学
科
は
、

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

に
開
設
さ
れ
一
九
九
八
年

（
平
成
十
年
）
で
三
○
周
年
を

迎
え
、
こ
の
間
に
約
一，

一

○
○
名
の
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

三
○
周
年
を
機
に
卒
業
生
の

動
向
を
調
査
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
開
設
当
時
本
学
は
四

年
制
の
看
護
系
大
学
と
し
て

は
日
本
で
四
番
目
で
し
た
が
、

現
在
で
は
全
国
に
八
六
校
も

の
大
学
が
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
四
年
制
大
学
を
卒
業
し

た
看
護
職
は
珍
し
く
な
く
な

っ
た
現
在
、
我
校
の
卒
業
生

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

看
護
系
大
学
卒
業
生
の
動

向
調
査
は
各
大
学
で
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
他
校

の
状
況
に
も
触
れ
な
が
ら
本

学
の
状
況
を
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

調
査
時
の
就
業
率
は
８２
・

５
％
で
あ
り
卒
業
生
の
八
割

が
就
業
し
、
し
か
も
そ
の
う

ち
九
割
は
常
勤
者
で
し
た
。

聖
路
加
看
護
大
学
６７
・
７
％

（
昭
和
五
九
年
調
査
）
や
日
本

私
立
看
護
大
学
協
会
会
員
校

同
窓
会
７３
・
１
％
（
昭
和
五

六
年
調
査
）、
高
知
女
子
大
学

７４
・
１
％
（
平
成
四
年
調
査
）

と
比
較
し
て
も
本
学
は
高
い

就
業
率
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

中
で
も
卒
業
後
か
ら
調
査
時

ま
で
就
業
を
継
続
し
て
い
た

者
は
全
体
の
六
割
で
あ
り
、

卒
業
生
が
看
護
職
に
従
事
し

続
け
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。ま

た
、
退
職
し
て
一
定
期

間
無
職
で
あ
っ
て
も
全
体
の

約
２５
％
は
復
職
し
て
い
ま
し

た
。
結
婚
・
出
産
・
育
児
等

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
卒
業

生
（
卒
後
四
年
以
上
）
の

７５
％
は
一
〜
二
回
離
職
を
経

験
し
て
い
ま
し
た
。
離
職
の

理
由
は
卒
後
年
数
に
関
わ
ら

ず
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
に

次
い
で
他
分
野
へ
の
関
心
が

高
く
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の

両
立
の
み
が
就
業
継
続
の
た

め
の
条
件
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
よ
り
自
己
成
長
を
求
め
、

自
己
啓
発
を
し
な
が
ら
自
ら

の
看
護
を
追
求
し
て
い
る
姿

勢
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
時
の
職
種
内
訳
は
看

護
婦
（
３７
・
４
％
）、
保
健
婦

（
３７
・
６
％
）、
教
育
・
研
究

者
（
１９
・
７
％
）
、
助
産
婦

（
３
・
４
％
）
、
そ
の
他

（
１
・
９
％
）
で
あ
り
、
臨
地

で
活
躍
し
て
い
る
人
が
多
く
、

本
学
科
卒
業
生
の
職
業
志
向

性
や
専
門
職
業
人
で
あ
り
続

け
る
と
い
う
姿
勢
が
伺
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
本
学
科
の
教

育
理
念
「
統
合
し
た
看
護
を

提
供
で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
の
育
成
」
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
卒
業
生
の
中
に
は
新

し
い
大
学
設
立
の
た
め
に
貢

献
し
、
他
大
学
の
中
核
で
活

躍
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
本
学
は
長
い
歴
史
と

実
績
を
持
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
大
学
に
対
す
る
社
会
の

評
価
は
な
か
な
か
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

全
国
で
活
躍
す
る
多
く
の
卒

業
生
各
々
の
努
力
が
社
会
に

確
実
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
う
い
っ
た
卒
業
生
に
つ
い

て
の
評
価
が
大
学
に
寄
せ
ら

れ
る
数
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

卒
業
生
と
し
て
本
学
に
勤

務
す
る
者
と
し
て
は
数
々
の

ジ
レ
ン
マ
を
抱
き
な
が
ら
教

育
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
と
し
て
本
学
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
は
必
至
で
あ
り
、
卒

業
生
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い

よ
う
教
員
一
同
切
磋
琢
磨
し

て
い
く
所
存
で
す
。

卒
業
生
の
方
々
の
今
後
の

ご
活
躍
を
祈
念
致
し
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
調
査
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
調
査
に
関
す
る
報
告

書
を
作
成
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
入
り
用
の
方
は
ご

連
絡
下
さ
い
。

衛
生
看
護
学
科
３０
年
間
の

動
向
調
査
を
実
施
し
て

脳死について

恩師からのお便り

そ
の
も
の
を
医
学
の
外
に
放
置

し
た
の
で
あ
る
。
一
八
○
○
年

は
じ
め
に
別
の
考
え
方
が
、
一

八
○
三
年
に
医
師
と
患
者
の
関

係
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。Thomas

Percival

は
不
治

の
患
者
を
死
の
最
後
ま
で
見
捨

て
ず
、
見
守
る
こ
と
を
医
師
の

と
る
べ
き
倫
理
と
し
た
の
で
あ

る
。Percival

は
同
様
に
最
後
ま

で
医
師
と
し
て
尽
く
す
べ
き
と

し
た
が
、
更
に
キ
リ
ス
ト
教
的
、

形
而
上
的
と
い
う
宗
教
的
要
素

を
排
除
し
人
間
の
死
を
純
粋
に

医
学
的
観
点
か
ら
行
う
点
が
異

な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
新

た
に
、
問
題
が
起
こ
っ
て
き
た
。

即
ち
、
死
の
判
定
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我
々

が
現
在
使
用
し
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
死
の
三
兆
候
、
１．

心
臓

停
止
　
２．

自
発
呼
吸
停
止

３．

瞳
孔
散
大
・
対
光
反
射
消

失
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
幾

多
の
議
論
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
近
年
、
生
命
維

持
装
置
に
よ
っ
て
延
命
治
療
が

な
さ
れ
る
が
、
次
第
に
脳
幹
の

呼
吸
中
枢
を
は
じ
め
脳
の
機
能

が
停
止
す
る
と
恢
復
不
可
能
と

な
り
、
死
亡
す
る
、
即
ち
脳
死

の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
た
。
脳

死
・
臓
器
移
植
法
に
関
す
る
も

の
と
し
て
は
一
九
六
三
年
米
国

の
ス
タ
ー
ツ
ル
医
師
が
世
界
初

の
肝
臓
移
植
を
実
施
し
た
が
、

次
い
で
、
一
九
六
七
年
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
が
デ
ニ

ー
ズ
・
ダ
ー
バ
ル
の
心
臓
を
ル

イ
ス
・
ウ
ォ
シ
ュ
カ
ン
ス
キ
ー

に
移
植
し
た
際
は
人
工
心
肺
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
た
め

心
臓
が
と
り
だ
さ
れ
る
前
に
本

当
に
死
ん
で
い
た
か
と
い
う
疑

念
が
生
じ
た
。
こ
こ
で
、
死
に

つ
い
て
の
新
し
い
基
準
が
必
要

と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
全
身
死

に
対
す
る
脳
死
で
あ
る
。
人
工

呼
吸
装
置
を
含
む
生
命
維
持
装

置
に
よ
り
末
期
患
者
の
延
命
が

可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
あ

る
時
期
が
過
ぎ
る
と
脳
幹
の
呼

吸
中
枢
は
じ
め
脳
の
機
能
が
停

止
し
生
き
返
る
こ
と
の
な
い
時

点
、
即
ち
、
不
帰
の
点
を
過
ぎ

る
。
こ
れ
を
脳
死
と
い
う
。
し

か
し
脳
死
の
基
準
は
一
つ
で
は

な
い
。
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ

る
と
い
わ
れ
る
。
１．

Harvard

基
準
…
外
部
刺
激
に
対
し
無
自

覚
・
身
体
動
作
の
欠
如
・
自
発

呼
吸
の
停
止
・
反
射
の
欠
如
・

平
坦
な
脳
波
（
２４
時
間
間
隔
で

２
回
）

２．

認
知
的
基
準
…

精
神
的
能
力
を
持
つ
人
間
の
身

体
は
人
格
を
持
つ
が
、
こ
れ
が

消
失
し
た
場
合
　
３．

不
可
逆

性
基
準
…
前
者
の
中
間
に
当
た

る
も
の
。
ま
た
、
一
九
八
一
年

ア
メ
リ
カ
大
統
領
倫
理
問
題
検

討
委
員
会
は
死
の
判
定
と
し

A．

伝
統
的
な
心
臓
死
　
B．

脳
死
に
よ
る
死
の
二
本
立
て
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
当
初
は

色
々
悩
み
や
問
題
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
最
近
二

○
○
○
年
五
月
に
七
例
目
の
臓

器
移
植
が
行
わ
れ
、
次
第
に
定

着
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
近
で
は
、
１．

昏
睡
状
態
の

患
者
や
死
の
間
際
の
患
者
の
た

め
に
可
能
な
事
は
全
て
行
っ
て

欲
し
い
と
い
う
主
張
と
２．

家

族
が
患
者
の
死
に
つ
い
て
け
じ

め
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

同
時
に
移
植
用
の
臓
器
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
主
張
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
恢
復
の
可
能
性
が
あ

れ
ば
で
き
る
だ
け
そ
の
機
会
を

与
え
て
欲
し
い
と
い
う
考
え

と
、
一
方
で
は
実
際
的
な
観
点

か
ら
改
革
を
訴
え
脳
死
を
巡
る

社
会
的
通
念
を
解
決
し
た
い
と

い
う
考
え
で
あ
る
。
尊
厳
死
、

安
楽
死
、
臓
器
移
植
な
ど
が
現

実
に
問
題
と
な
る
今
日
医
療
倫

理
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
な

か
な
か
に
難
し
い
問
題
で
あ

る
。

昨
年
の
春
発
行
し
ま
し

た
「
’九
八
会
員
名
簿
」
、

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
お

求
め
い
た
だ
き
、
在
庫
が

後
一
年
分
と
僅
か
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

多
数
の
会
員
の
方
々
に
同

窓
生
の
最
新
デ
ー
タ
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と
、

そ
し
て
ク
ラ
ス
会
の
幹
事

の
方
々
に
も
音
信
不
通
に

な
っ
て
お
ら
れ
た
同
窓
生

を
調
査
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
紙
面
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
毎
年
の
新
卒

業
生
の
デ
ー
タ
と
、
皆
様

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

住
所
及
び
勤
務
先
変
更
な

ど
の
デ
ー
タ
を
更
新
し
て

お
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
早
い
機
会
に
名
簿
と
し

て
発
行
い
た
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
年
で

も
早
く
、
そ
し
て
で
き
る

だ
け
安
く
提
供
で
き
る
よ

う
、
役
員
一
同
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
宜
し
く
ご
協

力
下
さ
い
。

名簿の購入を希望される方は、最　
寄りの郵便局にあります振り込み
用紙にて１,５００円を下記の口座へ
お振り込み下さい。
郵便局口座
口座番号　００８７０－５－８５８５３
口 座 名 藤田学園同窓会

’９８
会
員
名
簿
在
庫
僅
か
！

藤
田
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教
授

藤
田
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教
授

衛
生
学
部
助
教
授
　
久
納
智
子

（
衛
生
学
部
看
護
学
科
八
回
生
）

（平成11年７月２日～平成12年８月５日）
故
関
恒
夫
（
せ
き
　
つ
ね
お
）

先
生
＝
平
成
十
二
年
八
月
五
日

ご
逝
去

藤
田
保
健
衛
生
大
学
・
医
学
部

（
整
形
外
科
学
）
・
教
授

昭
和
四
一
年
　
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
卒
業

昭
和
四
二
年
　
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
入
局

昭
和
四
三
年
　
静
岡
赤
十
字
病

院昭
和
四
四
年
　
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
帰
局

昭
和
四
五
年
　
国
立
塩
原
温
泉

病
院

昭
和
四
六
年
　
宇
都
宮
済
生
会

病
院

昭
和
四
七
年
　
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
帰
局

昭
和
四
八
年
　
浜
松
赤
十
字
病

院昭
和
四
九
年
　
伊
勢
慶
応
病
院

昭
和
五
二
年
　
名
古
屋
保
健
衛

生
大
学
医
学
部
講
師

昭
和
五
九
年
　
藤
田
学
園
保
健

衛
生
大
学
医
学
部
助
教
授

平
成
　
二
年
　
藤
田
学
園
保
健

衛
生
大
学
医
学
部
教
授

平
成
　
七
年
　
藤
田
保
健
衛
生

大
学
坂
文
種
報
徳
會
病
院
院
長

（
平
成
十
二
年
一
月
三
一
日
ま

で
）

昭
和
四
九
年
八
月
に
名
古
屋

大
学
か
ら
本
学
へ
助
教
授
と
し

て
着
任
、
五
八
年
に
教
授
に
昇

任
し
て
腎
内
科
講
座
を
創
設
し

て
か
ら
十
七
年
、
三
八
歳
の
壮

年
期
か
ら
老
年
期
の
半
ば
ま
で

の
四
半
世
紀
を
本
学
で
過
ご
し

た
事
に
な
る
。
大
学
も
誕
生
か

ら
三
十
余
年
を
経
て
青
年
か
ら

壮
年
へ
の
移
行
期
に
あ
り
、
医

学
部
の
開
設
当
時
に
教
授
で
あ

っ
た
先
生
方
の
殆
ど
は
大
学
を

去
ら
れ
、
助
教
授
か
ら
教
授
に

な
ら
れ
た
先
生
方
の
多
く
も
来

る
二
○
○
一
年
春
に
は
退
任
さ

れ
る
の
で
世
代
交
代
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
英
和
辞
典
で

“世
代
”
の
項
を
見
る
と
世
代

generation

は
動
詞generate

生

じ
る
、
起
こ
る
、
産
む
の
名
詞

で
、
世
代
と
は
一
世
代
の
出
生

か
ら
次
の
世
代
の
出
生
ま
で
の

期
間；

約
三
○
年
を
意
味
す
る

と
な
っ
て
い
る
。
名
古
屋
保
健

衛
生
大
学
と
し
て
誕
生
し
て
三

○
年
余
、
こ
の
間
に
日
本
社
会

も
、
日
本
人
も
変
わ
り
、
医
学
、

医
療
も
大
き
く
変
貌
し
、
さ
ら

に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
が
、
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
の
解
析
の
成
果
が
導
入

さ
れ
る
新
世
紀
に
は
も
っ
と
激

変
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
抗
生
物
質
や
、

抗
結
核
剤
、
ワ
ク
チ
ン
の
登
場

で
感
染
症
は
激
減
し
、
病
院
か

ら
結
核
病
棟
や
、
伝
染
病
棟
が

殆
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

近
い
将
来
、
肝
炎
や
、
肝
硬
変

も
消
え
て
行
く
で
あ
ろ
う
が
、

代
わ
っ
てAIDS

の
侵
淫
が
懸
念

さ
れ
る
。
人
工
心
肺
や
、
人
工

腎
臓
な
ど
の
人
工
臓
器
は
臓
器

不
全
、
特
に
腎
不
全
の
治
療
に

貢
献
し
、
腎
や
、
心
、
肺
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
移
植
を
可
能

に
し
た
。
ま
た
、
医
療
と
と
も

に
社
会
生
活
や
、
食
生
活
も
変

化
し
、
脳
卒
中
が
減
っ
た
が
冠

動
脈
疾
患
や
肺
癌
が
増
加
し
、

糖
尿
病
や
、
高
脂
血
症
、
高
尿

酸
血
症
が
著
し
く
増
加
し
て
い

る
。
腎
疾
患
の
分
野
で
は
、
こ

の
三
十
年
間
、
透
析
に
導
入
さ

れ
る
患
者
は
直
線
的
に
増
え
続

け
、
一
九
九
八
年
の
日
本
透
析

療
法
学
会
の
調
査
に
よ
る
と
総

数
一
八
万
六
二
五
一
人
に
達
し

た
。
導
入
患
者
の
平
均
年
令
は

六
二
・
七
歳
と
高
齢
化
し
、
原

疾
患
の
第
一
位
は
慢
性
腎
炎
か

ら
糖
尿
病
に
代
わ
っ
た
。
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
確
実
に
伸
び

て
世
界
第
一
位
と
な
っ
た
が
、

医
療
費
も
増
加
の
一
途
を
辿

り
、
昨
年
度
の
医
療
費
は
約
十

九
兆
円
に
達
す
る
勢
い
で
あ

る
。
医
療
費
の
増
加
は
保
険
医

療
の
抑
制
、
規
制
の
強
化
を
招

き
、
大
学
と
い
え
ど
も
保
険
医

療
に
厳
し
い
制
約
を
受
け
る
時

代
と
な
っ
た
。
昨
今
、
大
学
を

始
め
、
種
々
の
医
療
機
関
で
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
過
誤
が
報
道
さ

れ
、
大
き
な
社
会
的
関
心
を
呼

ん
で
い
る
。
将
来
、
保
険
医
療

財
政
が
さ
ら
に
悪
化
し
て
患
者

負
担
が
増
加
す
る
と
、
医
療
内

容
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
批
判

を
受
け
る
機
会
も
増
加
す
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
大
学

に
は
先
端
的
な
医
療
技
術
の
開

発
や
、
専
門
性
の
高
い
診
療
内

容
が
要
求
さ
れ
、
か
つ
、
学
生

の
医
学
教
育
、
研
修
医
や
、
若

手
医
師
の
臨
床
修
練
に
も
十
分

な
成
果
を
挙
げ
る
使
命
が
課
せ

ら
れ
て
お
り
、
矛
盾
す
る
部
分

を
破
綻
さ
せ
ず
、
十
分
な
成
果

を
挙
げ
る
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
診

療
、
教
育
に
注
ぐ
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

私
た
ち
の
世
代
は
創
草
期
の

名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
に
あ
っ

て
、
藤
田
総
長
を
信
じ
、
そ
の

理
念
と
理
想
に
自
分
達
の
夢
も

重
ね
合
わ
せ
、
ど
の
人
も

frotier

の
意
気
込
み
を
も
っ
て

困
難
な
状
況
下
で
懸
命
に
働
い

て
き
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長

期
は
終
焉
し
、
今
や
総
長
も
な

く
、
社
会
情
勢
や
、
医
療
環
境

と
と
も
に
大
学
も
大
き
く
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来

て
い
る
。
九
月
に
大
学
病
院
の

新
外
来
棟
が
完
成
す
る
と
、
続

い
て
病
棟
や
、
旧
外
来
が
整
備

さ
れ
、
新
し
い
医
療
環
境
で
記

念
す
べ
き
新
世
紀
の
幕
開
け
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
二
○
○

一
年
と
と
も
に
、
藤
田
保
健
衛

生
大
学
も
新
た
な
出
発
を
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
大
学
の
将
来

は
新
し
い
世
代
の
皆
さ
ん
の
手

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
学
外
で

実
感
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
藤

田
保
健
衛
生
大
学
病
院
ほ
ど
広

い
領
域
に
亙
っ
て
専
門
診
療
科

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
充
実
し
て

い
る
医
科
大
学
は
な
く
、
そ
こ

に
、
衛
生
学
部
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
の
医
療
技
術
学
科
が
総

合
さ
れ
て
全
国
的
に
も
珍
し
い

medicaluniversity

と
な
っ
て
い

る
。
緑
豊
か
な
美
し
い
環
境
に

あ
っ
て
、
施
設
、
機
器
、
機
材

が
充
実
し
、
多
く
の
優
れ
た
研

究
者
や
、
教
授
陣
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
が
、
不
足
し
て
い
る
も

の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国

は
こ
れ
ま
で
経
済
を
最
優
先
さ

せ
、
豊
か
な
社
会
を
目
指
し
て

き
た
が
、
社
会
が
成
熟
し
、
低

成
長
の
時
代
に
入
る
と
と
も
に

政
治
、
経
済
は
も
ち
ろ
ん
、
医

療
、
福
祉
、
教
育
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
表
面
化
し
、

わ
が
国
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
大
き
な
議
論
を
呼
ん
で
い

る
。時

代
の
転
換
点
に
立
っ
て
、

本
学
も
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
現
在
の
状
況
を
適
確

に
分
析
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
大

学
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
学

生
、
教
職
員
の
全
員
が
真
剣
に

考
え
、
討
議
し
、
そ
の
理
想
像

や
、
理
念
、
具
体
的
な
目
標
を

打
ち
立
て
、
共
有
す
る
こ
と
が

強
く
望
ま
れ
る
。
わ
が
国
で
は
、

今
、
中
高
年
の
間
に
空
前
の
登

山
ブ
ー
ム
を
迎
え
て
い
る
が
、

専
門
家
達
の
登
山
界
は
衰
退
し

つ
つ
あ
る
と
い
う
。
世
界
の
八

千
米
級
の
山
々
が
す
べ
て
征
服

さ
れ
、
最
高
峰
の
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
で
さ
え
も
一
シ
ー
ズ
ン
に
三

七
名
の
登
頂
者
が
あ
る
時
代
と

な
っ
て
は
征
服
す
べ
き
未
踏
峰

が
な
く
、
目
標
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
到
達
す
べ
き
高
い
目
標

や
、
達
成
す
べ
き
記
録
が
あ
れ

ば
こ
そ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
駆

り
立
て
る
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
、
使
命
感
が
生
ま
れ
る
。
豊

か
な
学
識
と
高
い
技
術
を
持

ち
、
人
間
性
も
す
ぐ
れ
た
医
療

人
を
育
成
し
、
世
界
的
な
レ
ベ

ル
の
充
実
し
た
診
療
と
高
度
の

研
究
が
で
き
る
創
造
的
な
大
学

を
築
き
あ
げ
る
の
だ
と
い
う
高

い
理
想
とnew

frontiersprit

を

新
世
代
の
皆
さ
ん
が
持
ち
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
総
力
を
結
集

し
、
頑
張
っ
て
下
さ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

川島 司郎藤田保健衛生大学名誉教授
岐阜県厚生連総合病院昭和病院人工透析室長

高い理想とニューフロンティア
精神を持つ新世代の活躍を願う



今
年
、
七
月
八
日
（
土
）
、

名
古
屋
駅
前
の
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
ト
名
古
屋
に
て
短
期
大
学
第

十
一
回
生
（
昭
和
五
四
年
卒
）

の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

年
で
卒
後
二
一
年
を
迎
え
、
卒

業
後
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
人

が
大
半
で
あ
っ
た
。
当
日
は
、

関
東
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か

け
て
台
風
三
号
の
影
響
で
天
候

が
大
荒
れ
で
、
幹
事
も
前
々
日

ぐ
ら
い
か
ら
台
風
が
東
海
地
方

に
直
撃
す
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
た
が
、
欠
席
者
も

無
く
予
定
し
て
い
た
参
加
者
七

二
名
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

参
加
者
は
東
海
三
県
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
東
北
地
方

（
山
形
、
岩
手
）
か
ら
三
名
、

関
東
地
方
か
ら
三
名
、
北
陸
地

方
か
ら
五
名
、
関
西
地
方
か
ら

四
名
、
中
国
地
方
か
ら
六
名
、

九
州
地
方
（
福
岡
、
鹿
児
島
）

か
ら
五
名
と
遠
方
か
ら
も
多
く

の
同
窓
生
が
参
加
を
し
て
く
れ

た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
わ
ざ

わ
ざ
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
一
日
繰

り
上
げ
て
帰
国
し
、
成
田
空
港

か
ら
直
行
し
て
く
れ
た
同
窓
生

も
あ
り
、
無
事
同
窓
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。ご

来
賓
と
し
て
、
恩
師
の
篠

原
力
雄
先
生
（
衛
生
学
部
教

授
）、
仙
波
英
雄
先
生
（
就
職

指
導
室
長
代
理
）、
横
井
昭
先

生
（
短
期
大
学
教
授
）
の
三
名

の
ご
臨
席
を
頂
き
、
一
人
一
人

か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。
各

先
生
の
お
言
葉
は
二
十
数
年
前

の
学
生
時
代
以
来
。
当
時
の
講

義
、
実
習
時
間
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
た
。

会
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
司

会
者
よ
り
出
席
者
に
卒
業
し
た

一
六
九
名
の
同
窓
生
の
内
、
既

に
三
名
（
藤
村
弥
生
様
、
森
山

（
旧
姓：

藤
木
）
千
穂
子
様
、

風
岡
（
旧
姓：

佐
藤
）
健
治
様
）

が
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、

学
生
時
代
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
恩
師
の
元
教
学
局
長
、
堀
場

重
幸
先
生
、
D
ク
ラ
ス
担
任

芳
賀
邦
夫
先
生
も
ご
逝
去
さ
れ

た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
全

員
で
黙
祷
を
し
て
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
出
席

し
た
人
の
中
に
は
訃
報
を
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
人
も
い
て
、
二

○
年
の
長
い
歳
月
を
感
旧
し

た
。同

窓
生
を
代
表
し
大
久
保
正

（
山
形
県
）
様
か
ら
、
近
況
等

を
交
え
た
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、

掛
井
克
彦
様
（
静
岡
県
）
の
乾

杯
で
会
が
始
ま
っ
た
。
会
場
は

た
ち
ま
ち
学
生
時
代
の
思
い
出

話
で
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
恩
師
を
囲
ん
で
の

記
念
写
真
や
仕
事
の
話
、
家
庭

の
話
等
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ

語
り
あ
い
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
と
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る

豊
明
校
地
や
そ
の
周
辺
、
前
後

駅
、
中
京
競
馬
場
前
や
学
園
本

部
前
、
南
館
の
周
辺
等
に
つ
い

て
映
写
が
あ
り
、
昔
を
と
ど
め

ぬ
様
子
に
出
席
者
全
員
が
驚
い

て
い
た
。
中
で
も
、
学
生
時
代

の
短
大
校
舎
（
め
が
ね
池
、
時

計
台
の
あ
っ
た
短
大
ホ
ー
ル
、

鉄
骨
校
舎
の
実
習
室
、
藤
棚
の

木
造
校
舎
と
そ
の
裏
庭
、
先
生

方
の
長
屋
等
）
の
懐
か
し
い
風

景
を
ス
ラ
イ
ド
で
映
写
し
、
現

在
の
豊
明
校
地
と
比
較
し
た
時

は
、
あ
ま
り
の
変
わ
り
様
に
皆

大
変
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
た
。

出
席
し
た
一
部
の
人
は
、
せ

っ
か
く
遠
方
か
ら
名
古
屋
に
来

た
の
だ
か
ら
短
大
を
見
た
い
と

言
っ
て
、
前
日
か
も
し
く
は
当

日
の
午
前
中
に
豊
明
ま
で
足
を

運
ば
れ
た
人
も
何
人
か
見
え
た

よ
う
だ
。
鹿
児
島
か
ら
上
京
さ

れ
た
人
な
ど
は
、
二
一
年
ぶ
り

に
母
校
の
様
子
を
見
て
、
目
頭

が
熱
く
な
っ
た
と
会
場
で
話
さ

れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

時
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
歓
談

を
し
て
い
た
が
、
時
間
の
立
つ

の
は
早
く
宴
会
終
了
時
間
の
二

時
間
半
が
近
く
な
り
、
司
会
者

か
ら
次
回
の
同
窓
会
を
い
つ
開

催
す
る
か
の
提
案
が
あ
り
、
卒

後
二
五
周
年
記
念
を
行
う
こ
と

で
、
四
年
後
の
平
成
十
六
年
に

再
会
を
全
員
で
誓
い
合
っ
た
。

そ
し
て
、
今
回
幹
事
の
一
人

と
し
て
企
画
運
営
を
し
て
く
れ

た
田
部
井
淳
好
様
（
愛
知
）
、

は
る
ば
る
遠
方
の
鹿
児
島
か
ら

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
田
実
敏
郎

様
お
二
人
に
よ
る
万
歳
三
唱
で

閉
会
し
た
。
閉
会
後
も
同
窓
生

同
士
で
記
念
写
真
を
何
枚
も
撮

影
し
て
い
る
人
も
あ
り
、
別
れ

る
の
が
な
ご
り
お
し
い
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。

幹
事
の
一
人
と
し
て
、
仕
事

に
追
わ
れ
十
分
に
満
足
の
い
く

企
画
も
整
わ
な
か
っ
た
が
、
皆

様
が
健
康
で
、
学
生
時
代
と
変

わ
ら
な
い
笑
顔
で
出
席
さ
れ
、

盛
大
か
つ
無
事
に
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。

ま
た
、
今
回
全
国
か
ら
七
二

名
も
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
二

一
年
目
の
再
会
を
喜
び
あ
い
、

同
窓
生
の
絆
の
深
ま
り
を
再
確

認
で
き
た
こ
と
も
、
と
て
も
嬉

し
く
思
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
回
は
仕
事
や
家
庭
の
都
合
に

よ
り
出
席
出
来
な
い
た
め
、
返

信
用
は
が
き
で
近
況
を
寄
せ
て

く
れ
た
り
、
プ
リ
ク
ラ
で
家
族

写
真
を
撮
っ
て
送
っ
て
く
れ
た

人
な
ど
が
四
○
名
ほ
ど
も
あ

り
、
そ
の
友
情
に
対
し
て
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙
の

中
ご
出
席
頂
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、

後
輩
の
指
導
、
更
に
は
藤
田
学

園
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

同
窓
会
各
部
会
・
本
部
同
窓
会
か
ら
の
活
動
報
告
と
お
知
ら
せ

〔6〕１９９９年（平成１２年）１０月１０日（火曜日）あ け ぼ の 杉

同
期
会
を
開
催
し
て

平
成
十
二
年
七
月
八
日
（
土

曜
日
）
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア

ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
十
六
階
ア
イ
リ

ス
II
に
て
藤
田
保
健
衛
生
大
学

衛
生
学
部
九
回
生
の
衛
生
技
術

学
科
・
衛
生
看
護
学
科
合
同
に

よ
る
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。

衛
生
学
部
九
回
生
の
同
窓
会
は

平
成
二
年
に
次
い
で
第
二
回
目

の
開
催
で
東
京
、
大
阪
、
兵
庫

県
、
和
歌
山
県
な
ど
総
勢
四
十

名
が
参
加
さ
れ
た
。
ご
来
賓
に

は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
短
期
大

学
学
長
の
内
藤
純
子
先
生
と
藤

田
保
健
衛
生
大
学
名
誉
教
授
の

渡
辺
ト
シ
子
先
生
に
ご
臨
席
頂

い
た
。
会
に
先
立
ち
、
藤
田
学

園
の
創
設
者
で
あ
ら
れ
た
故
藤

田
啓
介
総
長
先
生
を
は
じ
め
、

同
期
で
ご
逝
去
さ
れ
た
、
故
中

村
治
氏
、
故
横
山
信
義
氏
、
故

村
上
昭
彦
氏
を
偲
び
、
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
た
。
会
は
式
次

第
に
そ
っ
て
は
じ
ま
り
、
内
藤

純
子
先
生
、
渡
辺
ト
シ
子
先
生

か
ら
ご
祝
辞
の
言
葉
を
頂
き
、

乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
そ
の
後
は
十
年
、

二
十
年
振
り
の
再
会
に
話
し
が

盛
り
上
が
り
、
近
況
報
告
や
恩

師
の
先
生
を
囲
ん
で
写
真
を
と

る
同
期
生
や
ま
た
、
同
期
生
同

士
で
写
真
を
と
る
光
景
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
た
。

同
期
生
の
中
に
は
卒
業
時
（
昭

和
五
五
年
）
の
ア
ル
バ
ム
を
持

参
し
、
恩
師
の
先
生
方
や
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
、
ま
た
一
緒
に
参
加

し
た
体
育
祭
や
学
園
祭
、
卒
論

時
代
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
見
て

は
懐
か
し
い
学
生
時
代
を
思
い

出
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
内
藤

純
子
先
生
と
渡
辺
ト
シ
子
先
生

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
花

束
の
贈
呈
を
行
い
、
全
員
の
集

合
写
真
を
撮
影
し
て
二
時
間
と

短
い
時
間
で
し
た
が
無
事
に
同

窓
会
を
閉
会
し
た
。

次
会
は

二
○
○
五
年
（
衛
生
学

部
卒
業
後
二
五
年
）
に

行
う
予
定
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
原
稿
を
書

き
な
が
ら
、
何
気
な
く

藤
田
保
健
衛
生
大
学
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
拝
見

し
て
い
た
ら
、
昭
和
四

三
年
三
月
名
古
屋
保
健

衛
生
大
学
衛
生
学
部
衛

生
技
術
学
科
・
衛
生
看

護
学
科
設
置
認
可
、
同

年
五
月
開
学
と
記
載
が

あ
り
、
丁
度
、
総
長
先

生
が
四
三
歳
の
時
の
事

業
で
、
私
達
も
本
年
四

三
歳
で
す
。
偶
然
と
い

う
か
不
思
議
と
い
う

か
、
総
長
先
生
が
雲
の

上
か
ら
九
回
生
頑
張
れ

と
激
励
し
て
い
る
様
な

感
じ
を
受
け
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
藤

田
学
園
卒
業
生
の
健
康

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

衛
生
学
部
九
回
生

幹
事
一
同

次
会
は
卒
後
２５
年
の
２
０
０
５
年

平
成
十
二
年
五
月
十
一
、
十

二
日
の
両
日
第
四
九
回
日
本
臨

床
衛
生
検
査
学
会
が
「
平
和
と

健
康
へ
の
発
信
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
、

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
と
、
藤
田

学
園
同
窓
会
懇
親
会
を
五
月
十

日
午
後
六
時
三
○
分
よ
り
那
覇

市
の
ホ
テ
ル
エ
ッ
カ
で
行
い
ま

し
た
。
取
り
組
み
が
遅
れ
て
参

加
者
が
集
ま
る
ど
う
か
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
仙
台
や
三
重
、

福
岡
や
本
学
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
同
窓
生
が
集
い
、
発
起
人
一

同
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
篠
原
力
雄
先
生
の

乾
杯
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、
沖

縄
県
同
窓
会
会
長
長
嶺
文
雄
先

生
の
歓
迎
の
挨
拶
、
荻
津
直
通

先
生
の
閉
会
の
ご
挨
拶
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
○
年
ぶ
り
に
会

う
友
人
や
、
本
学
の
今
の
様
子

な
ど
懐
し
い
話
に
花
が
咲
き
、

三
時
間
の
懇
親
会
は
あ
っ
と
言

う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。
話
し

は
尽
き
ず
場
所
を
変
え
て
の
二

次
会
に
も
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参

加
し
て
夜
遅
く
ま
で
た
い
へ
ん

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
翌
日

に
は
発
表
も
控
え
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
が
大
丈
夫
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
）
今
後
も
こ
の
よ

う
な
同
窓
会
を
各
地
で
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
沖
縄
県
は
数
年
お
き
に

医
学
部
、
衛
生
学
部
、
短
大
、

専
学
合
同
で
同
窓
会
を
開
い
て

お
り
ま
す
。
今
で
は
同
窓
生
も

一
五
○
名
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す

と
医
学
部
も
含
め
た
同
窓
会
を

開
い
て
い
る
の
は
沖
縄
県
ぐ
ら

い
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
、

驚
き
ま
し
た
。
他
府
県
の
同
窓

会
も
全
学
合
同
で
開
く
と
、
よ

り
楽
し
く
親
睦
が
は
か
ら
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
医
学
部
に
は
藤
医
会
と

い
う
同
窓
会
が
あ
り
こ
れ
を
機

会
に
沖
縄
県
も
近
々
結
成
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
大
学
、
衛
生
学
部
、

短
期
大
学
の
同
窓
会
か
ら
た
く

さ
ん
の
援
助
金
を
い
た
だ
き
、

ま
た
、
同
窓
会
事
務
局
の
丸
田

先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導

し
て
も
ら
い
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
当
日
参
加
さ
れ
た
皆
様

に
は
集
合
写
真
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ

い
。

衛
生
学
部
衛
生
技
術
学
科

九
回
生
　
大
城
　
康
功

第
４９
回
日
本
臨
床
衛
生
検
査
学
会（
沖
縄
）に
て

科
（
平
成
八
年
）
の
増
設
に
と

も
な
い
職
種
を
超
え
た
多
く
の

同
窓
生
が
各
職
場
で
活
躍
す
る

こ
と
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
窓
会
活

動
は
、
そ
の
数
か
ら
い
っ
て
も

衛
生
技
術
科
同
窓
生
が
中
心
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
母
校

が
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
現
在

で
は
、
特
に
医
療
情
報
技
術
科

の
同
窓
生
（
現
在
第
一
〜
二
回

生

総
勢
一
三
五

名
）
も
含
め

た
同
窓
会
運
営
参
加
も
必
要
と

な
り
今
後
、
短
期
大
学
同
窓
会

も
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
同
窓
生
と
し
て

母
校
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
、

そ
の
連
帯
感
を
大
切
に
し
、
職

種
や
世
代
を
超
え
て
さ
ら
な
る

飛
躍
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

伝
統
あ
る
当
医
学
技
術
専
門

学
院
は
、
閉
校
ま
で
余
す
こ
と

五
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
専
門

学
院
同
窓
会
で
は
、
閉
校
式

典
・
三
五
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

お
知
ら
せ

１.

医
学
技
術
専
門
学
院
　

「
閉
校
式
典
」

（
藤
田
学
園
主
催
）

日
時

平
成
十
三
年

三
月
二
四
日
（
土
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

学
校
同
窓
会
で
は
同
窓
生
の
名

簿
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
先
や
住
所
等
に
変
更
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

藤
田
保
健
衛
生
大
学

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

○
五
六
二
―
九
三
―
二
一
五
五
　

（
直
通
）

水
野
元
実

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

学
校
同
窓
会
が
発
足
し
て
六
年

目
に
な
り
ま
す
が
十
分
な
活
動

が
で
き
ず
に
い
ま
す
。
ご
意
見

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下

さ
い
。

衛
生
学
部
々
会
で
は
、
藤
田

学
園
同
窓
会
を
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
活
動
状
況
は

以
下
の
よ
う
で
す
。

一
、
新
卒
業
生
、
既
卒
者
及
び

学
生
名
簿
の
管
理

新
卒
業
生
の
勤
務
先
及
び
新

住
所
の
記
載
入
力
、
既
卒
者
の

住
所
・
勤
務
先
の
変
更
な
ど
、

藤
田
学
園
同
窓
会
の
名
簿
委
員

会
と
協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。同

級
会
開
催
の
予
定
が
あ
り

ま
し
た
な
ら
、
名
簿
、
宛
名
タ

ッ
ク
シ
ー
ル
な
ど
を
印
刷
し
、

提
供
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

二
、
藤
田
学
園
同
窓
会
奨
学
基

金
へ
の
資
金
援
助

本
年
度
は
衛
生
学
部
卒
業
生

二
名
が
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
、
り
っ
ぱ
に
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
在
学
生
一
名
が
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

三
、
新
卒
業
生
へ
の
卒
業
記
念

品
の
贈
呈

毎
年
、
新
卒
業
生
に
卒
業
を

祝
っ
て
印
鑑
付
二
色
ボ
ー
ル
ペ

ン
と
会
員
名
簿
を
贈
っ
て
お
り

ま
す
。

四
、
藤
田
学
園
同
窓
会
懇
親
会

援
助第

四
九
回
日
本
臨
床
衛
生
検

査
検
査
学
会
・
沖
縄
大
会
の

折
、
五
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た

藤
田
学
園
同
窓
会
懇
親
会
を
後

平
成
十
二
年
三
月
、
医
療
専
門

課
程
看
護
科
第
三
○
回
生
が
卒

業
し
、
卒
業
生
数
二
　
一
一
八

名
に
な
り
ま
し
た
。

校
舎
の
改
修
も
進
み
、
平
成
十

二
年
四
月
、
三
年
課
程
の
新
入

生
六
十
名
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
看
護
専
門
学
校
は
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
年
も
総
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
七
月
八
日
（
土
）

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て

藤
田
保
健
衛
生
大
学
短
期
大
学

平
成
二
年
度
卒
業
生
（
二
二
回

生
）
並
び
に
同
大
学
衛
生
学
部

平
成
三
年
卒
業
生
（
衛
生
技
術

学
科
、
衛
生
看
護
学
科
二
○
回

生
、
診
療
放
射
線
技
術
学
科
一

回
生
）
の
合
同
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
同
窓
会
は
卒
業
年
度

こ
そ
異
な
る
も
の
の
学
生
時
代

を
同
級
生
と
し
て
過
ご
し
た
仲

間
で
学
校
、
学
部
学
科
を
越
え

て
思
い
出
を
語
り
合
っ
て
も
ら

お
う
、
と
い
う
思
い
で
企
画
し

ま
し
た
。

例
年
に
な
い
時
期
の
台
風
の

接
近
と
い
う
天
候
の
な
か
、
東

北
、
九
州
地
方
を
は
じ
め
全
国

各
地
か
ら
短
大
四
五
名
、
衛
生

学
部
六
○
名
の
総
勢
一
○
五
名

の
卒
業
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
の
御
来
賓
と
し
て
篠
原

力
雄
先
生
、
折
戸
武
郎
先
生
に

ご
臨
席
を
賜
り
、
篠
原
先
生
の

御
挨
拶
並
び
に
乾
杯
の
音
頭
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。

卒
業
以
来
十
年
振
り
の
再
会

と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
久
々
の
再

会
に
歓
喜
す
る
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

開
始
早
々
の
記
念
撮
影
で
は

同
伴
の
子
供
の
ご
機
嫌
に
合
わ

せ
て
何
度
も
撮
り
直
し
、
と
い

う
場
面
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
会
は
進
行
し
て
行

き
ま
し
た
。

会
の
中
盤
に
は
御
来
賓
の
先

生
方
へ
花
束
並
び
に
記
念
品
の

贈
呈
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
新
た
な
企
画
と

し
て
子
供
連
れ
の
卒
業
生
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う

に
とKids

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

二
名
の
保
育
士
さ
ん
に
子
供
の

面
倒
を
み
て
も
ら
い
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
は
折
戸
先
生
に

「
藤
田
学
園
の
卒
業
生
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
歩
ん
で
欲
し

い
」
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
一

同
そ
の
言
葉
を
胸
に
、
今
後
の

お
互
い
の
活
躍
と
母
校
の
発
展

を
願
っ
て
閉
幕
と
な
り
ま
し

た
。卒

業
後
十
年
、
外
見
上
さ
ほ

ど
変
化
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す

が
精
神
的
に
は
各
自
成
長
を
認

め
合
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
諸
事
情
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
卒
業
生
も
多
々
見
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
ま
た
時
期
を

み
て
次
回
を
企
画
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

お
忙
し
い
中
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
篠
原
先
生
、
折
戸
先
生

に
は
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

な
お
、
参
加
者
に
は
集
合
写

真
並
び
に
名
簿
を
送
付
す
る
予

定
で
す
。

衛
生
学
部

例
年
通
り
短
期
大
学
同
窓
会

総
会
を
開
催
し
ま
す
。
懐
か
し

い
顔
が
そ
ろ
い
ま
す
の
で
、
友

人
等
連
絡
を
取
り
合
い
出
席
し

て
頂
け
る
様
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
総
会
終
了
後
に
は
、

懇
親
会(

会
費：

千
円)

も
行
い

ま
す
。

本
年
度
の
同
窓
会
活
動
は
、

卒
業
生
名
簿
の
管
理
、
新
卒
業

生
会
員
や
既
卒
業
生
会
員
の
動

向
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行

い
名
簿
デ
ー
タ
の
訂
正
を
行
い

ま
し
た
。
住
所
や
名
前
の
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
例
年
通
り
卒
業
生
に
は
、
記

念
品
と
し
て
印
鑑
付
き
ボ
ー
ル

ペ
ン
を
贈
り
ま
し
た
。

日
時

平
成
十
二
年

十
月
二
二
日(

日)

午
後
十
二
時
よ
り
総
会
開
始

（
三
十
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

場
所

香
楽
（
豊
明
市
新
田

町
門
先
十
一
の
一
）

電
話

（
〇
五
六
二
）
九
三

―
七
一
〇
一

連
絡
先

衛
生
技
術
科

横
井

昭
（
教
授
）

（
〇
五
六
二
）
九
三
―
九
四

二
八

専
攻
科
・
医
療
情
報
技
術
科

井
平
　
勝
（
助
手
）

（
〇
五
六
二
）
九
三
―
九
四

三
三

大
学
病
院
内
臨
床
検
査
研
究

部

須
藤
健
助
（
副
主
任
）

（
〇
五
六
二
）
九
三
―
二
二

九
六

援
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
同

窓
生
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五
、
総
会
の
お
知
ら
せ

平
成
十
二
年
十
月
二
一
日

（
土
）
十
二
時
三
○
分
よ
り
、

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
棟
五
階
会

議
室
に
て
平
成
十
二
年
度
の
総

会
を
開
催
し
ま
す
。

藤
田
保
健
衛
生
大
学
短
期
大

学
は
、
昭
和
四
一
年
名
古
屋
衛

生
技
術
短
期
大
学
と
し
て
開
学

し
て
以
来
、
衛
生
技
術
科
と
し

て
多
く
の
同
窓
生
を
世
に
送
り

出
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

専
攻
科
臨
床
工
学
技
術
専
攻

（
平
成
五
年
）、
医
療
情
報
技
術

短
期
大
学

短
期
大
学
同
窓
会

総
会
の
お
知
ら
せ

藤
田
保
健
衛
生
大
学
看
護
専

門
学
校
の
お
も
な
活
動
は
、
同

窓
会
員
の
把
握
な
ら
び
に
同
窓

会
名
簿
の
管
理
で
す
。
会
員
の

情
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

医
学
技
術

専
門
学
院

看
護

専
門
学
校

名
簿
委
員
会

平
成
十
二
年
度
も
新
卒
業
生

を
送
り
、
そ
し
て
新
入
学
生
を

迎
え
、
藤
田
学
園
と
藤
田
学
園

同
窓
会
は
共
に
ま
す
ま
す
発
展

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

藤
田
学
園
就
職
指
導
室
が
全
学

組
織
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
就
職
指
導
室
は
在
校
生
は

も
ち
ろ
ん
、
既
卒
者
も
対
象
に

し
て
お
り
、
求
人
、
求
職
の
登

録
・
紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
会
報
に
同
封
さ
れ
て

お
り
ま
す
葉
書
を
利
用
さ
れ
る

か
、（
○
五
六
二
）
九
三
―
二

五
一
四
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

「
’九
八
名
簿
」
は
三
千
冊
発
刊

い
た
し
ま
し
た
。
順
調
に
販
売

冊
数
を
伸
ば
し
、
在
庫
は
後
一

年
と
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
名

簿
委
員
会
と
し
て
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
な
情
報
を
提
供
す
る
た

め
に
五
年
毎
の
発
刊
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
早

く
発
行
で
き
る
可
能
性
も
出
て

ま
い
り
ま
し
た
。

従
来
、
同
窓
会
名
簿
の
変

更
・
作
成
作
業
は
、
同
窓
生
か

ら
の
住
所
・
勤
務
先
・
改
姓
な

ど
の
変
更
届
（
は
が
き
）
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
次
回
の
会
員
名
簿
の
発
行

を
目
指
し
て
、
ク
ラ
ス
会
を
開

催
さ
れ
た
幹
事
の
方
に
依
頼

し
、
調
査
・
訂
正
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
衛
生
学
部
、
短
期
大
学
で
行

わ
れ
る
病
院
・
企
業
等
訪
問
時

に
在
勤
者
の
調
査
を
お
願
い
す

る
な
ど
、
不
明
者
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

な
か
な
か
所
在
や
勤
務
先
を
確

認
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
も
し
、
会
報
が
届
い
て
い

な
い
と
い
う
同
窓
生
が
お
近
く

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

下
記
の
事
務
局
ま
で
変
更
届
を

郵
送
し
て
下
さ
い
。
懐
か
し
い

顔
の
見
え
る
同
窓
会
名
簿
の
発

行
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す

ー
（
閉
校
記
念
）
お
よ
び
専
学

同
窓
会
誌
『
輪
』
の
三
五
周
年

記
念
特
集
号
（
閉
校
記
念
）
を

発
刊
す
べ
く
役
員
会
を
開
き
準

備
委
員
会
（
実
行
委
員
会
）
を

設
立
し
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
学
園
と
の
打
ち
合
わ

せ
に
よ
り
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
案
内
状
の
発
送
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
多
数
の
方
々

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
専
学
同
窓
会
誌

『
輪
』
の
特
集
号
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
入
力
し
て
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
主
要
部
分
を
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に
て
配
布
す

る
予
定
で
す
。

十
六：

三
○
〜
十
七：

三
○

場
所

医
学
技
術
専
門
学
院

四
階
教
室

２.
医
学
技
術
専
門
学
院

「
三
五
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
（
閉
校
記
念
）」

専
門
学
院
同
窓
会
、
藤
田

学
園
共
催
　
専
門
学
院
父
母

の
会
協
賛

日
時

平
成
十
三
年

三
月
二
四
日
（
土
）

十
八：

三
○
〜
二
○：

三
○

場
所

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

プ
ラ
ザ
（
名
古
屋
駅
前
）

リ
ハ
ビ
リ

総
会
日
時

十
月
二
二
日
（
日
）

十
一
時
か
ら

場
所

看
護
専
門
学
校

二
階
会
議
室

連
絡
先

看
護
専
門
学
校

同
窓
会
部
会

（
○
五
六
二
）
九
三
―
二
五

九
三

総
務
　
小
島
登
美
香

住
所
、
勤
務
先
の
変
更
は

同
封
の
ハ
ガ
キ
か
、
左
記

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

〒
四
七
○
―
一
一
九
二

愛
知
県
豊
明
市
沓
掛
町
田

楽
ケ
窪
一
の
九
八

藤
田
保
健
衛
生
大
学
・

衛
生
学
部
教
学
局
内

藤
田
学
園
同
窓
会

名
簿
委
員
会
行

電
話
　

（
○
五
六
二
）
九
三
―
五
六

七
四

フ
ァ
ッ
ク
ス
　

（
○
五
六
二
）
九
三
―
四
五

九
五

本学の話題に花が咲き、
楽しい親睦の時をすごす

短
期
大
学
十
一
回
生
同
窓
会
　
幹
事

川
井
　
薫

短期大学平成二年卒業生
衛生学部三年卒業生合同同窓会 幹事一同

学生時代を思い出して
北
は
仙
台
、
南
は
鹿
児
島
か
ら
総
勢
７２
名
が
参
加

同
窓
の
絆
深
ま
る

次
会
は
４
年
後
の
卒
後
２５
周
年

，


